
第
一
次
大
戦
後
の
三
菱
財
閥
の
金
融

｜
｜
財
閥
企
業
と
財
閥
金
融
機
関
の
関
係
｜
｜

麻

島

昭

一、
は

し

カミ

き

本
稿
の
目
的
は
、
筆
者
が
目
下
展
開
中
の
財
務
的
側
面
か
ら
の
三
菱
財
閥
史
研
究
に
お
い
て
、
残
さ
れ
た
課
題
の
一
つ
、
す
な
わ

ち
財
閥
内
に
お
け
る
金
融
機
関
の
役
割
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。
す
で
に
第
一
論
文
で
第
一
次
大
戦
中
の
三
菱
合
資
会
社
の
改

組
、
分
系
会
社
独
立
の
財
務
事
情
を
取
扱
い
、
第
二
札
対
で
戦
間
期
の
三
菱
財
閥
各
社
が
そ
の
事
業
展
開
の
た
め
に
い
か
な
る
資
金

調
達
を
要
し
た
か
を
考
察
し
、
第
三
札
一
犯
で
同
じ
考
察
を
戦
時
体
制
期
に
お
よ
ぼ
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
論
文
で
は
、
紙
数
の
関
係
も

あ
り
川
意
識
的
に
財
閥
各
社
と
金
融
機
関
の
関
係
に
ふ
れ
る
こ
と
が
す
く
な
か
っ
た
。
a

そ
の
解
明
を
目
的
と
す
る
本
稿
は
、
右
の
研

究
で
は
第
四
論
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

本
稿
で
は
、
第
一
次
大
戦
中
の
三
菱
合
資
会
社
の
改
組
か
ら
、
第
二
次
大
戦
終
了
ま
で
の
三
菱
財
閥
を
対
象
と
す
る
が
、
資
料
的

制
約
も
あ
り
、
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
か
ら
昭
和
一
九
（
一
九
四
四
）
年
ご
ろ
の
計
数
を
取
扱
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
三
菱
財

閥
の
各
社
と
い
っ
て
も
、
本
稿
で
は
本
社
と
分
系
会
社
に
限
定
し
て
考
察
す
る
。
通
常
、
財
閥
傘
下
企
業
と
金
融
機
関
と
の
関
係
と

い
え
ば
、
各
社
の
預
金
（
金
銭
信
託
も
含
め
た
場
合
、
以
下
「
預
金
等
」
と
称
す
）
、
各
社
の
借
入
金
（
手
形
割
引
、
支
払
手
形
、
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当
座
借
越
な
ど
も
含
め
た
場
合
、
以
下
「
借
入
等
」
と
称
す
）
を
分
析
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
個
別
具
体
的
に
実
証
す
る
こ
と
は
、

現
段
階
で
は
資
料
的
に
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
金
融
機
関
の
側
か
ら
財
閥
の
各
社
に
関
す
る
預
、
貸
金
等
を
分
析
す

80 

れ
ば
よ
い
は
ず
で
あ
る
が
、
実
は
こ
の
方
が
資
料
的
に
一
層
困
難
な
の
が
現
状
で
あ
る
。

し
か
し
財
閥
の
構
造
を
解
明
す
る
場
合
、
金
融
的
側
面
は
重
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
財
閥
系
金
融
機
関
の
財
閥
内
で
の
役
割
解
明

は
不
可
欠
の
問
題
で
あ
る
。
そ
の
役
割
を
評
価
す
る
前
提
と
な
る
の
が
、
財
閥
各
社
の
金
融
機
関
依
存
度
の
解
切
で
あ
り
、
逆
に
財

閥
金
融
機
関
の
預
、
貸
金
の
財
閥
内
依
存
度
と
い
っ
て
も
よ
い
。
こ
の
重
要
な
課
題
が
、
当
面
、
金
融
機
関
側
か
ら
資
料
的
に
解
明

で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
財
閥
各
社
側
か
ら
不
十
分
を
覚
悟
の
上
で
接
近
す
る
ほ
か
は
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
は
、
こ
の
課
題
の
解
明
に
役
立
つ
材
料
を
可
能
な
限
り
集
積
し
、
財
閥
各
社
と
財
閥
金
融
機
関
の
聞
に
存
し
た
預
、

貸
金
関
係
を
整
理
し
た
上
で
、
筆
者
な
り
の
試
算
を
お
こ
な
う
こ
と
と
し
た
。

注
（

1
）
 

（

2
）
 

〈

3
）

拙
稿
「
第
一
次
大
戦
期
の
一
二
菱
財
閥
の
改
組
ー
ー
そ
の
財
務
的
側
面
の
考
察
」

同
「
戦
間
期
三
菱
財
閥
の
収
支
構
造
」
『
同
右
』
三
八
号
、
同
年
九
月
。

同
「
戦
時
体
制
期
の
三
菱
財
閥
l
l収
支
構
造
分
析
を
中
心
と
し
て
」
『
同
右
』
三
九
号
、
六
O
年
二
月
（
予
定
）
。

『
専
修
経
営
学
論
集
』
三
七
号
、
昭
和
五
九
年
三
月
。

二

、

分

析

方

法

こ
こ
で
は
三
菱
系
金
融
機
関
三
社
を
主
対
象
と
す
る
。
具
体
的
に
は
三
菱
銀
行
、
三
菱
信
託
、
明
治
生
命
を
指
す
。
右
の
ほ
か
東

京
海
上
火
災
保
険
、
明
治
火
災
保
険
、
三
菱
海
上
火
災
保
険
の
い
わ
ゆ
る
損
保
三
社
が
三
菱
系
に
は
あ
る
が
、
金
融
機
能
の
点
で
は



右
の
三
社
よ
り
格
段
に
小
さ
い
の
で
、
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
除
外
す
る
。
ま
た
、
生
保
、
損
保
と
も
財
閥
各
社
お
よ
び
そ
の
従
業
員

の
付
保
額
を
明
ら
か
に
で
き
れ
ば
、
保
険
事
業
に
お
け
る
財
閥
依
存
度
が
測
定
で
き
る
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
解
明
困
難
な
問
題

で
あ
り
、
本
稿
で
も
立
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
れ
で
は
三
菱
系
金
融
機
関
と
財
閥
各
社
と
の
関
係
に
つ
い
て
何
を
明
ら
か
に
す
べ
き
か
。
三
菱
銀
行
の
場
合
は
、
集
積
し
た
預

金
に
財
閥
各
社
分
が
ど
れ
だ
け
含
ま
れ
て
い
る
か
、
貸
出
額
（
各
種
貸
付
金
、
当
座
貸
越
、
手
形
割
引
等
）
の
う
ち
財
閥
各
社
分
の

占
め
る
比
重
が
問
題
と
な
る
。
三
菱
信
託
の
場
合
は
、
金
銭
信
託
に
お
け
る
財
閥
各
社
分
の
比
重
、
固
有
・
信
託
両
勘
定
の
貸
出
に

お
け
る
同
様
の
比
重
が
問
わ
れ
る
。
明
治
生
命
の
場
合
は
、
そ
の
貸
出
額
に
お
け
る
同
様
の
比
重
が
問
題
と
な
る
が
、
資
金
運
用
の

重
要
な
分
野
と
し
て
有
価
証
券
投
資
、
と
く
に
財
閥
各
社
が
発
行
し
た
株
式
、
社
債
の
所
有
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
ち

ろ
ん
資
金
運
用
と
し
て
の
有
価
証
券
投
資
ば
か
り
で
な
く
、
企
業
支
配
の
た
め
の
投
資
も
あ
る
は
ず
で
、
こ
の
こ
と
は
本
来
、
三
菱

銀
行
、
三
菱
信
託
で
も
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第一次大戦後の三菱財閥の金融

し
か
し
な
が
ら
前
述
し
た
よ
う
に
資
料
的
制
約
の
壁
は
厚
く
、
こ
の
課
題
に
真
正
面
か
ら
取
組
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら

ば
三
菱
銀
行
、
三
菱
信
託
に
つ
い
て
は
、
そ
の
預
、
貸
金
も
所
有
有
価
証
券
も
具
体
的
内
容
は
一
切
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現

在
の
ご
と
く
社
史
や
営
業
報
告
書
に
依
存
す
る
外
部
分
析
で
は
、
解
明
不
可
能
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
（
今
後
両
社
の

内
部
資
料
ー
ー
も
し
残
存
し
て
い
れ
ば
ー
ー
が
公
開
さ
れ
れ
ば
別
で
あ
る
が
）
。
た
だ
し
明
治
生
命
だ
け
は
幸
い
に
も
社
史
編
纂
に

際
し
、
貸
付
金
、
所
有
有
価
証
券
の
主
要
部
分
が
公
開
さ
れ
、
東
京
海
上
も
同
種
資
料
を
同
社
所
蔵
分
に
よ
っ
て
み
る
こ
と
が
で
き

た。
そ
こ
で
、
財
閥
各
社
の
貸
借
対
照
表
ト
主
と
し
て
財
産
品
レ
ベ
バ
ー
を
検
討
し
、
個
別
会
社
の
預
金
等
、
借
入
等
、
金
融

取
引
に
関
連
す
る
科
目
を
積
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
菱
財
閥
全
体
の
預
金
等
、
借
入
等
の
規
模
を
推
定
し
、
そ
の
規
模
が
三
菱
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系
金
融
機
関
の
預
、
貸
金
全
体
に
占
め
る
比
重
を
試
算
し
、
三
菱
系
金
融
機
関
が
三
菱
財
閥
内
で
果
し
た
役
割
を
引
出
し
て
み
た

い
。
本
稿
で
は
資
料
的
制
約
の
た
め
、
財
閥
本
社
、
分
系
会
社
と
三
菱
系
金
融
機
関
三
社
と
の
関
係
を
主
と
し
て
考
察
す
る
。

右
の
推
定
方
法
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
重
大
な
難
点
止
を
内
包
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
財
閥
本
社
、
分
系
会
社
に
あ
ら
わ
れ
て
い

る
預
金
等
、
借
入
等
の
相
手
先
が
多
く
の
場
合
明
ら
か
で
な
く
、
三
菱
系
金
融
機
関
で
あ
る
と
い
う
保
証
は
な
い
。
た
し
か
に
財
閥

系
企
業
は
、
通
常
、
同
系
金
融
機
関
に
預
、
貸
金
を
依
存
し
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
と
推
測
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
過
去
の
研
究
で

実
証
は
乏
し
い
。
本
稿
で
は
断
片
的
な
事
実
で
あ
っ
て
も
可
能
な
限
り
集
積
し
、
仮
説
を
提
示
し
た
い
と
考
え
る
。

第
二
の
難
点
は
、
各
社
の
決
算
期
が
一
定
で
な
い
た
め
、
営
業
報
告
書
を
利
用
す
る
限
り
、
同
時
点
で
の
比
較
お
よ
び
合
計
が
で

き
な
い
こ
と
に
あ
る
。
以
下
の
考
察
は
、
－
二
月
期
を
中
心
に
、
九
月
期
か
ら
翌
年
一
月
期
ま
で
の
計
数
に
依
存
し
た
の
で
、
厳
密

に
は
論
理
性
を
欠
き
、
と
く
に
合
計
値
は
大
雑
把
な
推
移
を
示
す
に
と
ど
ま
ろ
う
。

注（1
）
『
明
治
生
命
百
年
史
資
料
』
（
昭
和
五
七
年
）
で
は
、
財
務
貸
付
の
相
手
先
金
額
が
記
載
さ
れ
、
所
有
有
価
証
券
の
銘
柄
別
内
訳
が
収
録
さ

れ
て
い
る
。
後
者
は
営
業
報
告
書
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
前
者
は
記
載
さ
れ
ず
、
内
部
資
料
に
よ
っ
て
し
か
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
。
も
っ

と
も
前
者
を
通
覧
じ
て
も
、
三
菱
財
閥
企
業
に
対
す
る
財
務
貸
付
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。

（2
）
営
業
報
告
書
と
い
っ
て
も
貸
借
対
照
表
で
は
、
預
金
等
、
借
入
等
の
決
算
期
末
の
残
高
し
か
知
り
え
な
い
。
本
稿
の
課
題
に
と
一っ
て
必

要
な
こ
と
は
預
金
先
、
借
入
先
で
あ
る
が
、
会
社
に
よ
っ
て
は
財
産
目
録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
ケ
l
ス
が
あ
っ
た
。
貸
借
対
照
表
で
は
「
現
預

金
」
と
表
示
さ
れ
て
い
る
時
で
も
、
財
産
目
録
に
よ
っ
て
現
金
と
預
金
を
分
隊
で
き
る
ケ
l
ス
は
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
各
社
の
営

業
報
告
書
に
含
ま
れ
る
財
産
目
録
を
丹
念
に
洗
っ
て
い
る
。
た
だ
し
借
入
先
は
財
産
目
録
に
は
通
常
記
載
さ
れ
て
い
な
い
（
三
菱
合
資
で
は
記

載）。
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ニ
、
戦
間
期
の
三
菱
財
閥
各
社
と
金
融
機
関
の
関
係

付

預

金

等

三
菱
財
閥
内
の
資
金
が
同
系
金
融
機
関
に
預
託
さ
れ
る
ケ
l
ス
と
し
て
は
、
財
閥
内
企
業
、
岩
崎
一
族
、
従
業
員
に
よ
る
も
の
が

考
え
ら
れ
る
が
ー
そ
の
全
体
を
と
ら
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
考
察
を
分
系
会
社
と
財
閥
内
金
融
機
関
に
限
定
せ
ざ
る

を
え
な
い
。
財
閥
内
金
融
機
関
と
い
っ
て
も
、
具
体
的
に
は
三
菱
銀
行
へ
の
預
金
、
三
菱
信
託
へ
の
金
銭
信
託
の
双
方
を
指
す
。
預

託
す
る
側
は
、
分
系
会
社
全
部
に
財
閥
系
金
融
機
関
を
加
え
て
考
察
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
三
菱
銀
行
が
三
菱
信
託
に
金
銭
信
託

し
、
三
菱
信
託
が
三
菱
銀
行
へ
預
金
し
て
お
り
、
同
系
の
保
険
会
社
が
そ
の
運
用
資
金
を
同
系
銀
行
、
信
託
へ
預
託
す
る
可
能
性
が

第一次大戦後の三菱財閥の金融

あ
り
、
そ
れ
ら
の
金
額
は
無
視
で
き
な
い
規
模
だ
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
三
月
に
設
立
さ
れ
た
三
菱
信
託
へ
の
預
託
は
、
一
般
論
と
し
て
い
わ
ゆ
る
金
銭
信
託
（
厳
密
に

は
指
定
金
銭
信
詑
の
合
同
運
用
）
が
圧
倒
的
部
分
を
占
め
る
が
、
当
時
、
信
託
預
金
と
俗
称
さ
れ
る
風
潮
が
あ
り
、
分
系
会
社
の
営

業
報
告
書
で
は
い
わ
ゆ
る
預
金
と
混
同
さ
れ
て
い
る
懸
念
が
あ
る
。
本
稿
で
は
判
明
す
る
限
り
両
者
を
分
離
し
た
。

川
合
資
会
社
一・
分
系
会
社
の
預
金
等

そ
れ
で
は
第
1
2
5
表
を
検
討
し
よ
う
。
三
菱
合
資
会
社
と
分
系
会
社
（
金
融
機
関
を
除
く
）
の
営
業
報
告
書
か
ら
預
金
等
を
拾

い
出
す
と
、
そ
の
性
格
に
よ
り
三
種
に
分
類
で
き
る
。

第
一
一
は
、
三
菱
合
資
会
社
へ
の
預
け
金
で
あ
る
。
第
二
論
文
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
分
系
会
社
従
業
員
貯
蓄
の
本
社
へ
の
集
中
、
分
系
会

社
の
余
裕
金
の
本
社
吸
上
げ
が
そ
の
内
容
で
あ
る
が
、
前
者
は
集
中
方
式
を
中
止
し
、
分
系
会
社
段
階
に
お
け
る
運
用
に
切
替
え
ら
れ

た
の
で
、
大
正
期
中
に
消
滅
し
た
。
後
者
は
三
菱
造
船
、
三
菱
鉱
業
に
み
ら
れ
、
解
散
寸
前
の
三
菱
製
鉄
に
も
一
時
的
に
み
ら
れ
る
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（単位千円）

造船 内燃機 電機 製鉄 鉱業 商事 小計

大 7 31,000 129 2,524 405 34,058 

8 16,250 105 3,211 498 '20,064 

9 25,548 97 3,723 4担 29,852 

10 23.696 391 472 195 3 249 429 28,432 

11 15,812 247 55 1,505 17,619 

12 13 557 362 58 1,500 15,477 

13 9 000 176 i 400 10,576 

14 7 000 1,400 8,400 

15 5 000 1,000 6,000 

昭 2 3,000 1,000 4 000 

3 1,000 1,000 2 000 

4 1,000 1,000 

5 1 000 1,000 

6 1,000 ー1,000

7 5,000 5,000 

8 5,000 2,000 7,000 

9 一 4,000 4 000 

10 一 一
11 

ー・

分系会社による三菱合資へ預け金第 1表

ヵ：

金
額
tま
概
し
て
大
き
え
な ，
u、

分

84 

系
会
社
の
資
金
が
金
融
機
関
ば
か
り

［総考Jl. 各社営業報告主宰より作成。千円未満四姶五入、ー印は会社が未成立

ないし消滋を示す。以下の諸表もとくに断らない限り同様。

2. 各社の決算期は区々である。採録時点は第2表参照。

ヵ：
含
ま
れ
て
し、

る
ヵ：

通
常

手
許

で
な
く
本
社
に
流
れ
て
い
た
こ
と
、

集
中
方
式
が
中
止
さ
れ
る
ま
で
、
本

社
へ
の
預
け
金
が
、
時
に
は
金
融
機

関
へ
の
預
金
よ
り
多
い
こ
と
さ
え
あ

っ
た
こ
と
、
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

第
二
は

一
般
預
金
で
あ
る
。

「
預
金
」
と
表
示
さ
れ
て
い
・る
以

上
、
銀
行
へ
の
預
金
と
思
わ
れ
る

が
、
三
菱
銀
行
か
否
か
は
明
ら
か
で

な
い
。
ま
た
、
会
社
に
よ
っ
て
は

「
現
預
金
」
の
表
示
の
た
め
、
現
金

現
金
残
高
は
多
額
と
思
わ
れ
な
い
の

で
、
「
現
預
金
」
の
ほ
と
ん
ど
が
預
金

と
み
て
よ
か
ろ
う
。
第
2
表
で
は
、

大
正
八

l
一
一
年
の
造
船
、
鉱
業
に



第一次大戦後の三菱財閥の金融

m2表合度、分系会社の飢金

分 系 会 長t 三菱

合 資
at 

造船 内燃機 重工 t註機 製鉄 鉱業 石油 商事 倉庫

大 7 X J,432 ー ー × 54 348 X 7,346 461 1.927 11.568 
8 ×8,605 ー X 52 3,285 ×4,500 2,318 3,370 22,130 
9 ×3,362 ー 3,258 X ],185 2,666 16,776 27,247 
10 ×5,135 X 98 X 45 106 911 X 3,493 518 19,157 29.463 
11 ×14,085 ×653 X 231 829 2,756 × 608 427 10,899 30,488 
12 ×12,598 ×907 X 183 500 』：2η X 2,6鉛 250 1.890 20,301 
13 ×8,014 ×711 × 248 、850 1,723 X 2,134 418 1.594 15,692 
14 X 2,507 ×450 X 55 総5 1,808 ー ×I，お3 350 1,580 8,818 
15 ×2,316 x344 ー X 147 I.脱却 4,777 ×1,970 413 37 11,073 

.II!! 2 ×，9,671 ×195 × 37 f.008 3,163 ×1,778 281 24 16,157 
3 ×9,490 X495 ー X 113 '108 2,067 ×3,571 949 8,609 26，脱
4 X 6,393 ×398 X 442 1,178 1,292 X 3,915 915 9.251 23，初4
5 ×I.263 ×372 X 31 657 448 ー ×5,352 365 S.182 16,670 
6 ×1,662 XJ02 X. 137 311 264 679 X 3,226 250 1.605 8,236 
1 × 441 X 282 678 798 2 ×8,293 366 498 II，お8
8 X 130 X 23 X 44 579 2.429 I ×8,155 250 J'.583 13,794 
9 ー ×12,676 × 256 565 4,251 ×10,246 271 4,454 32,719 
10 ー‘ ×15,474 × 506 2,664 X 7,627 250 283 27,004 
II ー 辺0.附 ×1.033 4目758 12 X 5,461 250 11』31 43,111 

Ii録
10月末 10月末 12月末 fo月末 IO)'J;f，、 10月来 9 }'Ill< 10月末 12月末 12月末時点

〈単位千円〉

I. 三le合資会社11· •三lll!lt:t；，、分系金祉は営霊報告引による• X印Ii資料上、現途、預金が分鰻できない

Eとを示す．

2. 採録時点において、軍司鉄は大14以降9月末、鉱業は大10.以降9月末、商事は大14以降9月末にそれぞれ変
挺されている．

［備考］

お
い
て
、
合
資
会
社
か
ら
銀
行
へ
振
替
え
、
ま

た
銀
行
か
ら
合
資
会
社
へ
戻
し
が
あ
り
、
分
系

会
社
、
合
資
会
社
、
銀
行
聞
の
資
金
の
流
出
入

が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
各
社
の
預
金
増
減
の

基
本
は
、
す
で
に
収
支
構
造
分
析
で
み
た
通

り
、
事
業
収
支
尻
の
過
不
足
に
対
応
し
て
の
預

金
の
積
増
し
、
取
崩
し
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
第

2
表
の
預
金
残
高
が
大
き
く
ゆ
れ
動
く
の
は
そ

の
た
め
で
、
三
菱
重
工
が
発
足
す
る
昭
和
九
年

ま
で
に
、
最
低
八
二
三
万
円
か
ら
最
高
三
、
。

四
八
万
円
（
数
値
自
体
は
論
理
性
に
欠
け
る
）

の
大
き
な
幅
が
あ
る
。
預
金
残
高
が
大
き
く
、

か
っ
変
動
す
る
の
は
、
造
船
（
の
ち
重
工
）
、

鉱
業
、
商
事
と
合
資
会
社
ぐ
ら
い
で
、
他
社
は

小
額
で
あ
る
。

右
の
預
金
の
内
容
が
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
「
預
金
及
現
金
」
（
造
船
、
重
工
、
商
事
、

石
油
で
の
表
示
）
や
「
銀
行
預
金
」
（
鉱
業
）
の
表

85 



第3袋内燃担E・製鉄・倉庫の預金内容

内燃機 製 鉄 倉 庫

預及現金金 及当座現預金金 当及座現預金金

大 7 54 461 

8 53 2.318 

9 

「一
2,666 

10 98 定甥預金 r-4106 特別預金 518 

11 250 

金座預当 1:: 

780 427 

．書~ 12 330 500 250 

13 300 150 418 

14 450 通知預金 65 620 350 

15 320 179 890 413 

昭 2 132 58 950 281 

3 490 118 590 949 

4 398 56 l.122 915 

5 372 i箇27 

365 

6 102 f4 250 
7 

護金定制: 

事喜
8 23 

9 565 

10 250 

11 お0

〈単位千円〉

L 各社営業報告書IC!etiの財産目録より作成．

2. 1)銀行沼知及当座源金並現金． 2）銀行当座預金並現金
［備考］

示
で
は
知
る
べ
く
も
な
い
。
多
少
と

6。。

も
知
り
え
た
の
は
次
の
四
社
で
あ

る
三
菱
内
燃
機
で
は
、
第
3
表
に
み

る
通
り
当
座
預
金
の
ほ
か
に
、
定
期

預
金
、
通
知
預
金
を
別
に
計
上
し
た

時
期
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
同
社
は
後

述
の
「
基
金
預
金
引
当
預
金
」
を
大

正
一
四
年
か
ら
別
建
に
計
上
し
て
い

る
か
ら
、

一
三
年
ま
で
あ
っ
た
定
期

預
金
は
名
称
を
変
え
て
そ
ち
ら
に
移

り
、
一
四
年
以
降
は
通
知
、
当
座
預

金
の
み
が
「
預
金
及
現
金
」
に
計
上

さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

三
菱
製
鉄
で
は
、
当
座
預
金
と
特

別
預
金
に
分
割
さ
れ
て
計
上
、
前
者

は
変
動
的
で
か
つ
小
額
で
あ
り
、
後

者
が
多
額
で
、
定
期
預
金
で
あ
る
公



第一次大戦後の三菱財閥の金融

三菱合資会社の預金内訳

預 け 金 当座勘定 銀行預金 預 け 金

三菱銀行 IEJ 左 問 左 頭It先 費十

三定公益菱期預資銀金行金宛

勤倹預宛金
jjljロ

定期預金 通知預金 通知預金 三菱銀行 不官宇 同左

大 7 1,911 16 1,927 

8 3,189 181 3,370 

9 2,575 14,000 201 （借越） 16,776 

10 2,248 16,500 409 〈借魁｝ 19,157 

11 10,525 374 （借魁〉 10,899 

12 1,525 365 Cf，！／；魁） 1,890 1,850 1,700 
13 1,525 69 1,594 l.306 1,700 
14 1,525 55 l.580 l.020 l,700 
15 37 37 155 l,900 

昭 2 1 17 24 12 1,900 
3 2,000 6,550 預け金 57 2 8,609 578 
4 9,110 136 「 5 9,251 「604・
5 2,742 5,440 社 0.3 8,182 は三 691
6 1,175 430 

話益金 0.3 1醐冊？ヨ喜四7 498 0.1 

8 1,583 1,583 る

9 4,454 
預銀行見：金期

4,454 の
IO 283 283 ，ミJ長' 
11 8,431 3,000 ll,431 

（単位千円）第 4表

F三菱社U':.aの各年の三菱合資会社財産目録より作成。

大正7年は三菱合資会社銀行館への預金。

1. 
2. 

［備考］

算
が
大
き
い
。
昭
和
五
年
か
ら
「
基
金
預

金
引
当
預
金
」
が
設
定
さ
れ
た
た
め
か
、

特
別
預
金
の
科
目
は
消
滅
、
以
後
「
銀
行

預
金
」
の
科
目
し
か
な
い
が
、
前
後
の
関

連
か
ら
み
て
当
座
以
外
の
預
金
が
含
ま
れ

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

三
菱
倉
庫
で
は
、
昭
和
六
年
以
降
当
座

預
金
の
ほ
か
定
期
預
金
、
特
別
当
座
預
金

の
計
上
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
の

「
諸
預
け
金
」
の
中
に
定
期
預
金
等
が
含

ま
れ
て
い
た
公
算
が
大
き
い
。

三
菱
合
資
会
社
の
場
合
（
第
4
表
）
で

は
、
や
や
複
雑
で
あ
る
。

「
預
け
金
」
と

は
別
に
「
三
菱
銀
行
当
座
勘
定
」
が
設
け

ら
れ
、
時
に
は
激
し
く
変
動
す
る
。

預

け
金
」
も
三
菱
銀
行
に
対
す
る
も
の
で
、

定
期
、
通
知
、
そ
れ
ぞ
れ
の
別
口
と
使
い

分
け
ら
れ
て
い
た
。
定
期
預
金
は
第
3
表
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で
み
た
内
燃
機
、
製
鉄
、
倉
庫
よ
り
多
額
で
あ
り
、
通
知
預
金
は
大
正
九
｜
一
一
年
に
一
、

0
0
0万
円
を
こ
え
る
ほ
ど
大
き
い
。

88 

当
座
勘
定
は
残
高
で
み
る
限
り
｜
｜
期
中
の
出
入
は
大
き
い
の
か
も
知
れ
な
い
が
｜
｜
小
額
で
、
昭
和
五
年
以
降
、
時
と
し
て
多
額

の
残
高
と
な
る
。
右
の
当
座
、
定
期
、
通
知
は
い
ず
れ
も
三
菱
銀
行
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
単
に
「
銀
行
預
金
」
あ
る
い
は
「
社

外
銀
行
預
金
」
と
称
す
る
も
の
が
、
三
菱
銀
行
以
外
へ
預
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
金
額
は
き
わ
め
て
小
さ
い
r
。
右

の
ほ
か
「
預
け
金
」
に
は
、
「
公
益
資
金
」
「
勤
倹
預
金
」
と
し
て
同
社
が
受
入
れ
た
資
金
を
営
業
資
金
と
区
別
し
て
預
金
し
て
い
る

も
の
が
あ
る
。
そ
れ
ら
も
三
菱
銀
行
定
期
預
金
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
三
菱
合
資
の
預
金
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
が
三
菱
銀
行
に

集
中
さ
れ
、
事
情
に
よ
っ
て
区
分
さ
れ
、
定
期
、
通
知
、
当
座
の
各
種
形
態
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

第
三
は
、
非
営
業
的
と
推
測
さ
れ
る
特
殊
目
的
の
預
託
で
あ
る
。
第
5
表
の
造
船
、
内
燃
機
、
重
工
、
製
鉄
の
計
上
科
目
に
み
ら

れ
る
「
基
金
預
金
引
当
預
金
」
は
、
各
社
が
営
業
資
金
と
は
区
別
し
て
、
従
業
員
の
た
め
の
退
職
手
当
基
金
、
福
祉
増
進
基
金
等
の

全
部
ま
た
は
一
部
を
金
融
機
関
に
預
託
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
毎
年
積
立
て
ら
れ
る
安
定
し
た
資
金
と
推
測
さ
れ
、
解
散
の
た

め
取
崩
さ
れ
た
製
鉄
以
外
は
累
増
の
傾
向
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
多
く
の
場
合
、
そ
の
資
金
は
長
期
で
高
利
回
り
の
金
銭
信
託
（
正

確
に
は
指
定
合
同
運
用
金
銭
信
託
）
に
運
用
さ
れ
、
次
に
定
期
預
金
が
選
ば
れ
る
ご
と
く
で
あ
る
。

右
の
ご
と
く
「
基
金
預
金
引
当
預
金
」
の
名
称
を
つ
け
ず
と
も
、
「
金
銭
信
託
」
（
鉱
業
、
合
資
）
、
「
金
銭
信
託
及
’定
期
預
金
」

〈
電
機
｜
｜
の
ち
に
「
基
金
預
金
引
当
預
金
」
の
名
称
と
な
る
）
「
諾
預
け
金
」
（
倉
庫
）
は
、
同
内
容
の
公
算
が
き
わ
め
て
大
き
い
。

さ
ら
に
石
油
の
「
特
別
預
金
」
、
商
事
の
「
特
定
預
金
」
も
お
そ
ら
く
同
内
容
と
想
像
さ
れ
る
。
た
だ
、
合
資
の
「
預
け
金
（
公
益
資

金
等
）
」
は
、
一
般
預
金
と
も
「
基
金
預
金
引
当
預
金
」
と
も
性
格
が
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
第
5
表
で
参
考
表
示
し
た
ご
と
く
、

公
益
資
金
や
従
業
員
の
本
社
に
対
す
る
勤
倹
預
金
の
見
合
と
し
て
三
菱
銀
行
に
預
金
さ
れ
、
そ
の
制
度
の
廃
止
と
と
も
に
消
え
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。



t書5混合資・分系会社の特殊ElがJの預金等

合》 系 メ.、‘ 全t

進紛 内燃機 重工 Hl機 製 鉄 鉱 t佐 石油

大12

13 1) 750 

14 537 2) 100 

15 臼8 2) 100 

昭 2 450 2) 100 

3 1,026 350 103 

4 l,026 350 1.017 

5 1，侭6 ,551 1,233 460 150 

6 l.169 560 1,449 510 l!iO 583 
7 1,297 3,221 1,627 535 150 200 38 
8 1,354 3,231 1,895 1,048 150 別9 43 
9 ー ー 3,591 . 2,101 619 l,441 53 
10 ー ー 3,544 3) 2,392 2,356 66 

11 ー ー 6,495 3) 3,491 3,151 84 

思占 者鎮皇 同左 同左
定金期銭及預信金託 基金預金号，当預金

金銭信託 絡J]ij'領金

内容 言義信義 ？ 金銭信託
金定管期預言託金

三金菱銭信信託託 三定期菱銀預行金 傘三菱銭信信託託 ？ 

［備＊］ 1）三奈銀行特別預金 2）三菱銀行定期頭金 3）基金額金引当溜金。

商事 倉庫
三歩 合資

3,550 

3,006 

2,720 

2,055 

1,912 

578 

604 

1,271 691 
120 1,974 740 
124 2,019 

129 2,754 

134 3,079 
1,976 138 3,082 
2,033 142 3,082 

特定政金 諸ケ金 金銭信託 公益資金

？ 金銭信託 金銭信託 三定B期E銀預金行

3,550 

3,756 

3,357 

2,703 

2.462 

2,057 
2,997 

5,412 

7,255 

9.211 
11,413 

11,018 

13,554 

18,478 

〈単位千円〉

うち

金銭信託

1,026 

1,026 

2,787 

3,773 

4,175 

6,094 

8，飴4

9,120 
12,870 

σ3 
∞ 



以
上
の
よ
う
に
、
特
殊
目
的
の
預
託
を
集
め
た
第
5
表
を
通
観
す
る
と
、

一
般
預
金
と
は
区
別
あ
る
い
は
新
設
さ
れ
る
の
は
、
大

90 

正
末
期
に
は
じ
ま
り
と
く
に
昭
和
初
期
に
一
般
化
し
て
い
る
。
三
菱
信
託
が
昭
和
二
年
に
設
立
さ
れ
て
以
降
、
金
銭
信
託
が
選
好
さ

れ
る
ケ
l
ス
が
増
え
、
第
5
表
の
右
欄
に
そ
の
比
重
を
示
し
て
あ
る
が
、
内
容
不
詳
欄
が
判
明
す
れ
ば
、
そ
の
比
重
は
さ
ら
に
大
き

い
と
想
像
さ
れ
る
。

凶
金
融
機
関
の
預
金
等

財
閥
系
信
託
、
保
険
が
そ
の
運
用
資
金
の
一
部
を
財
閥
銀
行
に
預
金
す
る
こ
と
は
、
一
般
論
と
し
て
も
有
り
得
る
ケ

l

ス
で
あ

る
。
三
菱
財
閥
の
場
合
、
明
治
生
命
、
東
京
海
上
、
明
治
火
災
、
三
菱
海
上
、
三
菱
信
託
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。
右
の
う
ち
三
菱
海

上
と
三
菱
信
託
は
分
系
会
社
の
地
位
に
あ
り
、
財
閥
直
系
の
立
場
上
、
そ
の
預
金
を
三
菱
銀
行
以
外
に
多
額
に
託
す
る
と
は
考
え
に

く
い
。
し
か
し
実
証
で
き
な
い
以
上
、
想
像
に
と
ど
ま
る
。
資
料
的
に
判
明
し
た
明
治
生
命
と
東
京
海
上
を
み
る
と
、
第
6
表
の
全

預
金
に
対
す
る
三
菱
銀
行
の
割
合
は
、
明
治
生
命
で
七

t
八
割
に
お
よ
ぶ
が
、
東
京
海
上
の
場
合
は
三

t
五
割
に
す
ぎ
な
い
。
傍
系

会
社
で
あ
る
両
社
の
場
合
、
い
ち
じ
る
し
く
三
菱
銀
行
依
存
度
が
異
っ
て
い
る
。
同
じ
く
傍
系
の
明
治
火
災
も
三
菱
銀
行
依
存
度
が

高
い
と
い
う
保
証
は
な
い
。

第
7
表
で
明
治
生
命
の
預
金
内
訳
を
や
や
詳
し
く
検
討
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
定
期
、
通
知
、
当
座
の
各
種
目
で
三
菱
銀
行
が
大
き

な
比
重
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
第
7
表
に
は
か
か
げ
て
い
な
い
が
、
三
菱
以
外
で
は
三
井
銀
行
が
各
種
目
で
第

二
位
を
占
め
、
当
座
で
は
ニ

O
行
前
後
に
分
散
し
て
い
る
。
三
菱
系
と
み
ら
れ
て
い
た
明
治
生
命
で
さ
え
も
、
一
ニ
井
を
は
じ
め
他
系
銀

行
に
営
業
上
の
必
要
か
ら
か
預
金
を
分
散
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
、
定
期
、
通
知
な
ど
固
定
的
な
い
し
ま
と
ま
っ
た
資
金
は
、

ま
ず
三
菱
、
次
い
で
三
井
ぐ
ら
い
に
お
き
、
分
散
は
当
座
だ
け
と
い
っ
て
よ
い
。
と
こ
ろ
が
第
8
表
の
東
京
海
上
で
は
大
分
事
情
を

異
に
す
る
。
定
期
、
通
知
、
特
別
当
座
、
当
座
、
ど
の
種
目
を
と
っ
て
も
、
三
菱
銀
行
が
常
に
多
い
と
も
い
え
ず
、
強
い
て
い
え
ば



第6表三菱系金融機関の預金等（戦間期） （単位千円）

預 金 金 銭 ｛書 託

明 治 生 命 ii! j；（向 上 明治火災 三iil!ifli上 三~ Iii 託 明 治 生 命 東京織上 三~銀行
ff「

三~銀行分 （会預金〉 三三定員H分'i （全ー附~） 四千I』Viti?釘！E勘定 三~（；＼舵} <1；全tl金銭託） 三姿勢 信金程｝

大 7 4,017 ( "5,394) 8,003 (25,367) 2,976 14,996 
8 2,353 ( 3.621) 6,914 (20,132) 3,194 603 13，侃4
9 3,283 ( 3,973) 才.945 (17,481) 5,151 604 16,983 
10 2,901 ( 3,610) 4,824 ( 9,882) 5,322 J,230 14,277 
11 4，切5 ( 5,622) 7,423 (17,532) 4,259 1;536 18.023 
12 7,033 ( 7,993) 8,037 (19,176) 6.5：幻 1,624 23,221 
13 6,541 ( 7,667) 9,849 (24,253) 6,486 2,054 24,930 
14 7,242 ( 8,554) 7,498 (17,637) 5,3.56 ー J,721 21,817 ( 500) 
15 9,284 (10,965) 5,872 (12,425) 5,913 2,213 23,282 ( 500) 

町I2 6,710 ( 8,392) 4,808 ( 9,395) 6,227 3，応4 6 618 21,923 2,800 (3,300) 500 (1,000) 
3 13,122 (15,316) 10,730 ( 21.448) 10,343 4,825 175 1.765 40,960 3，反則 (6,500) 500 (1,000) 
4 6,066 ( 9,102) 4,173 (10,272) 13.639 5,180 94 2,808 31,96。 3，印。 (7,000) 500 ( 500) J,786 
5 7，お4 (10,306) 4,048 ( Jl,641) 13,925 7,618 362 7,635 40,922 3，印O (5,500) 500 ( 500) 2,176 
6 9,555 (12,147) 2,546 (12,207) 10,373 7.307 356 7,6JI 37,748 3,800 (5,800) 500 ( 500) 2.278 
7 11,934 (15,213) 1,713 ( 7,253) JO，印2 5,318 690 10,913 41.170 3,800 (7,100) 500 ( 500) 2,592 
8 10,977 (I3,3JI) 5,746 (20,778) 9,340 10，錦6 102 5,337 42,488 5,800 (8,600) 500 ( 500) 3,013 
9 12,059 (15,604) 4,310 (19,428) 9,883 12,052 168 4,874 43,346 3,556 (7,056) 1,541 (1,541) 3,487 
10 10,663 (13,456) 5,051 (19,021) 12,067 13,955 378 5,974 48,088 3,976 (6,976) 2,654 (2,654) 4,029 
JI 15,015 (17,938) 7,535 (19,208) 14,224 13,188 441 6,678 57,081 4,723 (7,523) 4,754 (4,754) 4,478 

［備考］ I. 明治生命、東京海上はそれぞれの事業報告書、明治火災、三菱海上は f東京梅上火災保険株式会社百年史J上巻の諸により

巻末計数、三菱信託、三菱銀行は営業報告舎により計算のうえ作成。

官十

3,300 

4,000 

5,786 

6,176 

6,578 

6,892 

9,313 

s.路4

10,659 

13,955 

，．‘ a, 



?M表明治生命の頭金内訳〈戦，：日期）

定 Jill 通 知 当 fil 官「 三重量の

三菱 その他 三菱 その他 三菱 その他 三菱 その他 比 m
大 7 2,500 (2) 900 1,517 (20) 477 

!:~!! 
1,377 74.5 

8 l.500 (2) 900 853 (20）お8 1,268 65.0 
9 1.500 (1) 300 1,782 (23) 391 3,283 690 82.6 
10 1,000 (1) 300 1,901 (23) 409 2.鈎l 709 80.4 
11 1,000 (1) 300 3,805 (23) 517 4,805 817 .85.5 
12 1.000 (1) 300 6，閃 3 (24) 659 7,023 960 88.0 
13 l.000 (1) 300 5,541 (24) 826 6,541 1,126 85.3 
14 3.000 (l)J,000 4,242 (20) 311 7,242 1,312 84.7 
15 4,000 (1)1,000 5,284 (21) 681 9,284 1,681 84.7 

11/J 2 3,500 (lll.000 3,210 (22）飽4 6,710 1,682 80.0 
3 6,500 (1)1,SOO 6,622 (19) 695 13.12ヨ 2.194 85.7 
4 3,500 (1)],500 2,566 1,535 6,066 3,036 66.6 
5 3,500 (l)J,500 3,300 (2) 1,300 お4 (20) 171 7,33-1 2.972 712 
6 7,500 (1)2,00。1,600 (2) 200 455 (18) 392 9,555 2,592 78.7 
I 10,300 (1)2,500 800 (2) 400 834 (20) 378 11.934 3，幻 9 78.4 
8 8,300 (l}J.500 1,900 (2) 300 ・, 司司2自I ( 22) 534 10,977 2，犯4 82.5 
9 8,300 (1)2,500 2,500 (2) 500 1.259 ( 21) 546 12.059 3,545 77.3 
10 7,500 (lll,500 2.00。(2) 300 1.163 (20) 925 10.663 2,793 792 
11 a .. 駅拘 (l)J,500 5,300 (2) 400 1.215 (20) 971 15.015 2,923 83.7 

ーー ・ーーーーーーーーー－・ーー・， 一一一一・ー． ．白 －司－ ，ーーーーーーーー・『F’－ーーーーーー，『・・・・ ・ーーー‘ー， ・ーーーーー・・ーーー・』曹司F’四・

(nt位千円、沼3

通
知
で
三
菱
の
比
重
が
大
き
く
、
定
期
で
も
年
に
よ
っ

て
比
重
が
大
き
い
こ
と
も
あ
る
程
度
で
、
き
わ
め
て
分

散
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
と
ま
っ
た
資
金
を
三
菱

92 

銀
行
に
預
金
す
る
こ
と
は
あ
る
と
は
い
え
、
営
業
上
の

必
要
を
優
先
さ
せ
、
系
列
に
こ
だ
わ
ら
ぬ
拡
が
り
を
み

せ
て
い
る
。
第
8
表
に
は
表
示
し
て
い
な
い
が
、
外
国

[I費考］ 明治生命llfiT!報告自財産目録より計算由うえf'f.1;,,I );-; fr::<. 

系
銀
行
、
さ
ら
に
圏
外
へ
の
預
金
も
含
ま
れ
、
生
保
と

損
保
の
営
業
的
性
格
の
差
が
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。
東
京
海
上
の
場
合
、
三
菱
銀
行
に
次
ぐ
の
は
第
一

銀
行
で
あ
り
、
さ
ら
に
三
井
銀
行
と
続
く
。

そ
こ
で
金
融
機
関
に
よ
る
三
菱
銀
行
へ
の
預
金
の
推

算
は
、
明
治
生
命
と
東
京
海
上
で
は
正
確
に
三
菱
銀
行

分
の
み
、
明
治
火
災
と
三
菱
海
上
で
は
現
預
金
の
全
額

（
資
料
的
に
預
金
だ
け
を
分
離
不
能
）
、
三
菱
信
託
で
は

固
有
、
信
託
両
勘
定
に
計
上
さ
れ
た
預
金
の
合
計
と
し

た
。
三
菱
信
託
の
預
金
は
三
菱
銀
行
で
あ
る
公
算
が
大

き
い
が
、
明
治
火
災
、
一
ニ
菱
海
上
の
預
金
は
東
京
海
上

三
菱
銀
行
以
外
も
か
な
り
含
む
と
み
る

の
例
も
あ
り
、



第一次大戦後の三菱財関の金融

W, 8表現j/(i/1j上の加金内訳

{lit位千円、%）

定 J国 通 知 特別当 lfil 、司,ti' 座 三愛

=i逆 その他 ＝華E その他 ＝ゑ その他 =~ その他 =~ その他 の比重

大 7 320 850 7,683 16,514 8,003 11,364 31.5 
8 120 644 6,794 12,574 6,914 13.218 34.3 
9 1.628 169 6,092 9242 225 125 7,945 9,536 45‘4 
10 850 1n 3,750 4,769 224 112 4,824 5,058 48.8 
JI 3,525 3,706 3,794 6,199 104 204 7,423 10,!09 42.3 
12 5,180 4,387 2,810 6.596 47 156 8,037 11,139 41.9 
13 4,053 4,719 5,737 9.581 59 101 9,849 14,404 40.6 
14 4,382 5,470 3,073 4,559 43 JI I 7,498 I0,139 42.5 
JS 2,594 3,306 3,248 3,146 30 101 5,872 6,553 47.3 

昭 2 727 1,865 3,990 2.453 88 257 3 12 4,808 4,587 51.2 
3 6,711 4,614 3,912 6,049 107 55 10,730 10,718 50.0 
4 687 2,594 3,326 3246 160 259 4,173 6,099 40.6 
5 576 3,450 3,334 3,929 138 214 4,048 7,593 34.8 
6 l.101 2，邸5 l,365 2.689 80 4,087 2,546 9,661 20.9 
7 308 2,645 I，お6 2,677 49 218 1.713 5,540 23.6 
8 1,637 I0.124 3,890 4,196 219 712 5目746 15,032 27.7 
9 鉛8 9,596 3,346 4,941 76 581 4.310 15,118 22.2 
10 810 8,482 4,237 5,143 4 345 5,051 13,970 26.6、
11 1,0鈎 8,221 6,409 3,185 46 261 2 7.535 11.673 "39.2 

［｛曲考1JR京海上火災保険事業報告より計算白うえ作成．

第9表明治生命、東京海上の金銭信託内訳（戦間期）
（単位千円）

PJf 治 生

塁間程 指定金銭イミ託

三・袈 三重E 三. ;lj: 

大14

15 

昭 2 l,800 1,000 500 
3 1,800 1,700 2,000 

4 1,800 1,700 2,000 

5 1,800 J,700 1,000 

6 2.800 1,000 1,000 

7 1,800 2,000 1,500 

8 3,800 2,000 1,000 
9 1,556 2,000 1,000 
10 1,976 2,000 500 

11 2,723 2;000 500 

［官官考］ 阿祉の事業報告より作成。
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住友

1,000 

1,000 

500 

500 

1,000 

500 

1,000 

1,000 

800 

命 .m J』ミ ii,j 上

特金銭IJ定ff正 t金E銭rai主f; 告「

安田 三菱 三井

500 500 

500 500 
3,300 500 500 1,000 
6,500 500 500 1,000 

500 7,000 500 500 
500 5,500 500 500 
500 5,800 500 500 
800 7,100 500 500 

1,300 8,600 500 500 
1,500 7,056 l,541 1,54] 
1,500 6,976 .2,654 2,654 
1,500 7,523 4,754 4,754 



べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
・た
が
っ
て
第
6
表
の
預
金
計
は
、
上
限
値
で
、
現
実
は
や
や
ポ
廻
る
ち
の
と
考
え
ら
れ
る
。

i

94 

次
に
、
三
菱
信
託
に
金
銭
信
託
を
委
託
す
る
ケ
1
．ス
を
み
よ
う
（
第
6
表
の
右
側
）
。
三
菱
財
閥
の
銀
行
と
保
険
四
社
の
う
ち
金

銭
信
託
の
あ
る
の
は
、
三
菱
銀
行
、
明
治
生
命
、
東
京
海
上
の
三
社
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
三
菱
銀
行
は
「
退
職
手
当
基
金
」
に
よ
る

も
の
で
、
わ
ざ
わ
ざ
財
閥
外
に
委
託
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
三
菱
信
託
分
と
推
定
し
て
差
支
え
な
い
。
次
に
明
治
生
命
は
資
金

運
用
の
一
環
と
恩
わ
れ
、
三
菱
信
託
が
過
半
を
占
め
る
も
の
の
、
他
系
信
託
も
あ
る
。
東
京
海
上
で
は
、
大
部
分
が
特
定
金
銭
信
託

の
ケ
l
ス
で
あ
っ
て
や
や
特
殊
な
も
の
と
み
ら
れ
る
。

内
訳
が
判
明
す
る
明
治
生
命
、
東
京
海
上
の
場
合
を
検
討
し
て
み
よ
う
（
第
9
表
）
。
明
治
生
命
の
場
合
、
特
定
金
銭
信
託
は
三

菱
信
託
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
具
体
的
内
容
は
明
ら
か
で
な
い
。
指
定
金
銭
信
託
だ
け
を
と
れ
ば
回
大
財
閥
系
信
託
に
分
散

さ
れ
、
三
菱
信
託
の
シ
ェ
ア
が
最
大
で
な
い
年
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
分
散
は
、
明
治
生
命
の
資
金
運
用
政
策
上
い
か
な
る
方
針
に

よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
東
京
海
上
の
場
合
、
三
井
信
託
に
指
定
金
銭
信
託
を
委
託
し
て
い
る
が
、
ま
だ
三
菱
信
託
が
未
成
立
の
時
代

で
あ
る
。
昭
和
二
年
に
成
立
し
て
か
ら
特
定
金
銭
信
託
し
か
三
菱
信
託
に
委
託
せ
ず
、
資
金
運
用
と
し
て
金
銭
信
託
を
・利
用
す
る
姿

で
は
な
い
。
こ
の
点
で
も
明
治
生
命
と
は
異
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
金
融
機
関
に
よ
る
三
菱
信
託
へ
の
金
銭
信
託
の
推
算
は
、
明
治
生
命
、
東
京
海
上
で
正
確
に
把
握
さ
れ
、
三
菱
銀

行
も
公
算
大
と
い
う
背
景
か
ら
、
推
算
と
い
う
よ
り
は
確
実
な
数
値
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。

間
三
菱
系
金
融
機
関
預
金
等
に
占
め
る
三
菱
系
企
業
の
比
重

そ
れ
で
は
以
上
の
考
察
に
よ
る
財
閥
内
諸
企
業
の
預
金
は
、
三
菱
銀
行
の
預
金
に
お
い
て
ど
れ
だ
け
の
比
重
を
占
め
た
こ
と
に
な

ろ
う
か
。
第
叩
表
に
み
る
通
り
、
合
資
・
分
系
会
社
が
三
菱
銀
行
に
対
す
る
預
金
は
、
年
に
よ
っ
て
き
わ
め
て
変
動
的
で
あ
り
、
時

代
を
経
る
に
し
た
が
い
累
積
し
て
い
く
わ
け
で
も
な
い
。
別
言
す
れ
ば
合
資
・
分
系
会
社
の
資
金
事
情
に
よ
っ
て
自
由
に
預
金
を
出



第一次大戦後の三菱財閥の金融

三妥銀行預金に占める三菱系企業の比重（戦間期）
（単位千円）

合資、分系会社 金融機関 言十 三菱銀行 A/B 

一般預金 特別預金 預 金 (A) 預金（B) 筋）

大 7 ・11,568 14,996 26,564 224,754 11.8 

8 22,130 13,064 35,194 お3,541 15.1 

9 27,247 16,983 44,230 264,550 16.7 

IO 29,463 14 277 43,740 279,311 15.7 

11 30,488 18,023 48,511 266,412 18.2 

12 20,301 3,550 23 221 47,072 307,326 15.3 

13 15,692 3,756 24,930 44,378 303,004 14.6 

14 8818 3,357 21,817 33,992- 311,826 10.9 

15 11,073 2,703 23,282 37,058 328,833 11.3 

昭 2 16,157 2,462 21,923 40,542 470 586 8.6 

3 26,002 1,031 40,960 67,993 562,252 12.1 

4 23,784 1,971 31,960 57 715 599,701 9.6 

5 16,670 2,625 40,922 60217 623,254 9.7 

6 8,236 3,482 37,748 49,466 609.451 8.1 

7 11,358 5,036 41,170 57 564 640,378 9.0 

8 13,794 5,319 42.488 61,601 661,368 9.3 

9 32,719 2,154 43,346 78,219 722,648 10.8 

IO 27,004 4,434 48,688 79 526 730,607 10.9 

11 43,111 5,608 57,081 105,800 810,406 13.I 

第10表

［備考］ 合資、分系会社の一般預金は、第2表、特別預金は第5表の預金のみ、

金融機関預金は第6表の預金による。三菱銀行預金は r三菱銀行史」巻

末の計表による。

し
入
れ
し
て
い
た
こ
と
を
意

味
し
よ
う
。
そ
の
変
動
の
激

し
さ
は
主
と
し
て
当
座
預
金

に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
特
別

預
金
は
「
基
金
預
金
引
当
」

の
性
格
を
も
っ
と
想
像
さ
れ

、
個
別
企
業
ご
と
に
み
れ
ば

漸
増
し
て
い
く
傾
向
に
あ
っ

て
も
（
第
5
表
を
参
照
）
、

分
系
会
社
を
集
計
す
る
と
、

同
預
金
の
廃
止
、
新
設
そ
の

他
が
重
な
り
合
っ
て
、
第
凶

表
に
み
る
通
り
集
計
し
た
姿

一
般
預
金
と
同
じ
く
変

十主動
が
は
げ
し
い
形
に
な
っ
て

い
る
。他

方
、
金
融
機
関
か
ら
の

三
菱
銀
行
に
対
す
る
預
金
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は
、
年
に
よ
っ
て
大
き
く
変
動
す
る
年
も
あ
る
が
、
傾
向
と
し
て
増
大
し
て
い
く
。
金
融
機
関
の
拡
大
発
展
が
余
裕
金
を
三
菱
銀
行

へ
の
預
金
と
し
て
増
加
せ
し
め
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
合
資
・
分
系
会
社
が
三
菱
銀
行
に
預
け
た
金
額
よ
り
も
、
金
融
機
関
に
よ

る
預
金
の
方
が
大
正
末
期
か
ら
多
い
こ
と
が
通
常
化
す
る
。

か
く
し
て
合
資
・
分
系
会
社
、
お
よ
び
金
融
機
関
の
三
菱
銀
行
へ
の
預
金
（
第
叩
表
の

ω）
は
、
同
行
の
全
預
金
に
対
し
て
A
／

B
欄
に
示
し
た
比
重
と
試
算
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
正
八

l
一
三
年
は
一
五

t
六
%
前
後
、
合
資
・
分
系
会
社
と
金
融
機
関
と
の

双
方
が
貢
献
し
た
結
果
で
あ
る
。
大
正
一
四
｜
昭
和
一
一
年
の
聞
は
、
八

2
一
三
%
程
度
で
あ
り
、
む
し
ろ
比
重
は
大
き
く
低
下
す

る
。
そ
れ
は
同
行
預
金
全
体
が
拡
大
し
て
い
く
中
で
、
金
融
機
関
か
ら
の
預
け
金
は
増
え
て
も
、
合
資
・
分
系
会
社
か
ら
の
預
け
金

が
概
し
て
す
く
な
い
た
め
で
あ
っ
た
。
世
界
恐
慌
下
に
三
菱
系
企
業
が
不
振
の
時
代
は
、
右
の
比
重
が
一
割
以
下
に
落
ち
、
準
戦
時

体
制
下
に
軍
需
生
産
が
活
況
と
な
る
に
と
も
な
い
、
合
資
・
分
系
会
社
の
預
金
自
体
が
増
え
、
比
重
も
一
割
以
上
に
上
昇
す
る
。

し
か
し
右
の
結
論
は
、
資
料
的
に
分
離
で
き
な
い
現
金
を
含
ん
で
い
た
り
（
一
部
の
会
社
で
未
分
離
）
、
三
菱
銀
行
と
確
定
し
え

な
い
預
金
ま
で
含
ん
で
い
る
。
し
た
が
っ
て
右
で
示
し
た
A
／
B
は
、
す
な
わ
ち
三
菱
銀
行
預
金
の
財
閥
内
依
存
度
は
、
上
限
を
意

味
す
る
の
で
あ
っ
て
、
実
際
は
こ
の
上
限
値
を
多
少
下
廻
る
水
準
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
財
閥
内
諾
企
業
の
金
銭
信
託
が
、
三
菱
信
託
の
そ
れ
に
お
い
て
ど
れ
だ
け
の
比
重
で
あ
っ
た
か
を
み
よ
う
。
第
日
表
は
三

四
2
八
%
で
あ
る
が
、
設
立
当
初
を
別
と
す
れ
ば
、
四
%
台
か
ら

徐
々
に
増
加
し
て
い
く
傾
向
に
あ
る
。
金
融
機
関
〈
と
い
っ
て
も
三
菱
銀
行
と
明
治
生
命
、
東
京
海
上
）
、
に
よ
る
金
銭
信
託
は
当

初
か
ら
漸
増
の
傾
向
に
あ
る
が
、
ム
ロ
資
・
分
系
会
社
に
よ
る
そ
れ
は
、
準
戦
時
体
制
期
か
ら
に
わ
か
に
増
大
し
、
金
融
機
関
よ
り
大

き
く
な
る
。
す
な
わ
ち
分
系
会
社
で
基
金
預
金
引
当
を
金
銭
信
託
に
よ
っ
て
蓄
積
し
て
い
く
会
社
が
ふ
え
、
い
っ
た
ん
設
定
す
る
と

菱
信
託
創
立
以
後
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
比
重
（
A
／
B
）
は
、

累
積
し
て
い
く
か
ら
で
あ
っ
た
。
三
菱
信
託
の
金
銭
信
託
自
体
順
調
に
増
加
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
背
景
の
下
に
比
重
が
上
昇
す
る
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こ
と
は
、
企
業
側
の
蓄
積
が
は
や
い
こ
と
戸
別
言
す
れ
ば
財
閥
内
企
業
の
金
銭
信
託
増
加
に
よ
っ
て
三
菱
信
託
の
拡
大
が
一
層
強
め

ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

三
菱
銀
行
で
み
た
比
重
が
上
限
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
三
菱
信
託
の
比
重
は
逆
に
下
限
で
あ
っ
て
、
現
実
は
多
少
上
廻
る
も
の
と

第一次大戦後の三菱財閥の金融

三菱信託の金銭信託Ir.占める三菱系企業の比重（戦間期）
（単位千円）

メEコ弘、 資
三金残菱銭高信信（託託B) 

A/B 
金融機関

分系会社 (A) 伎の

昭 2 3,300 3,300 41. 609 7.9 

3 1,026 4,000 5,026 103,373 4.9 

4 1,026 5,786 6,812 146,420 4.7 

5 2,787 6,176 8,963 176,294 5.1 

6 3 773 6,578 10,351 203,005 5.1 

7 4,175 6,892 11,067 208,687 5.3 

8 6,094 9,313 , 15,407 242,475・ 6.4 

9 .8,864 8,584 17,448 276,011 6.3 

IO 9.120 10,659 19,77¥J 303,500 6.5 

11 12β70 13.955 16,825 333,323 8.0 

第11表

［備考］ 会資、分系会社は第5表、金融機関は宜I6表、三菱信託

金銭信託は、 r三塁巨伝託銀行凶十年央」巻末計数による。

思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
第
5
表
の
金
銭
信
託
が
他
系
の
信

託
会
社
に
委
託
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
き
わ
め
て
乏
し
く
、
逆

に
前
述
の
第
叩
表
で
三
菱
銀
行
へ
の
預
金
と
一
応
試
算
し
た
中

に
、
分
離
不
能
あ
る
い
は
不
明
の
た
め
金
銭
信
託
と
想
像
で
き

る
も
の
ま
で
含
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
仮
り
に
そ
れ

ら
が
判
明
し
て
も
、
三
菱
銀
行
の
財
閥
内
企
業
へ
の
依
存
度
に

対
し
、
三
菱
信
託
の
そ
れ
は
半
分
以
下
で
あ
る
こ
と
は
動
く
ま

し、。伺

借

入

等

さ
て
、
問
題
を
借
入
等
に
移
そ
う
。
合
資
・
分
系
会
社
が
金

融
機
関
か
ら
資
金
調
達
す
る
可
能
性
と
し
て
は
、
第
ロ
、
目
、
口

表
に
か
か
げ
た
ル
l
ト
が
考
え
ら
れ
る
。
預
金
等
と
同
じ
く
各

社
の
営
業
報
告
書
か
ら
該
当
科
目
を
摘
出
し
た
も
の
で
、
決
算

期
が
一
致
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
小
計
の
数
字
に
論
理
的
な

意
味
が
乏
し
い
点
は
、
す
で
に
預
金
等
の
分
析
に
お
い
て
指
摘
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（単位千円〉

(1l 社債 (2) 入 金

造船 倉廊 造船 内懲慢 m摂 曹i鉄 鉱 m石油 術事 倉日l 合 貸 ,j、！l

大 7 10,000 12,000 3,500 9,349 24,849 
8 10,000 5，飢加 19,900 24，反則
9 10,000 709 5,000 14,000 19,709 

JO 10,000 1,800 5,000 597 17,923 25,320 

11 10,000 1,000 1,810 80 10,525 13,415 

12 10,000 1,250 l.使褐 1,525 3,871 

13 8,000 1,250 3,548 1,525 6,323 

14 6，臥刻 I，おO 3,891 1,525 6,666 

15 4，創）（） I，おO 4,359 20 5,629 

昭 2 2.似）（） I，お0 4，弱7 5,837 
3 5，α）（） 1,2却 25 1,275 
4 5.αm 】.250 2,000 6,200 3,907 1,000 14，お7
5 5，仮泊 1,250 1.800 5，飢渇 5,869 1,000 15,819 
6 5,000 1.250 1.600 5,580 3,919 1.200 13,549 
7 4,400 J,343 1250 1,400 5,240 25 7,806 1.叡悶 18,Sl誕
8 3,800 3,790 1,250 1,200 4,200 53 6,862 1.筑抑 18，お5
9 3,000 2，ぽ加 942 2,862 2,700 8,504 
10 2，αm 4,157 ω。2,400 1;595 8，筋2
11 l，似）（） 3,970 3，幻7 2,700 1,421 11.368 

三菱合資、分系会社の借入等（その 1) 第12表

し
た
通
り
で
あ
る
。
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第
一
に
社
債
で
あ
る
が
、
三
菱
造
船
、
三
菱
倉
庫
の
二
社
し
か

発
行
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
社
債
は
い
ず
れ
も
三
菱
銀
行
の
引
受

に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
二
菱
造
船
債
は
大
正
七

年
三
月
、
期
間
一

O
年
、
発
行
価
格
一

O
O円
、
利
率
年
六
%
で
、

全
額
三
菱
合
資
銀
行
部
の
引
受
で
あ
っ
た
。
し
か
し
第
日
表
に

み
る
通
り
、
明
治
生
命
、
東
京
海
上
、
明
治
火
災
が
同
社
債
を

所
有
し
て
い
た
事
実
が
あ
り
、
引
受
者
の
三
菱
銀
行
も
所
有
し

第2表と同線。第15表、第17表も向車章。

て
い
た
公
算
が
大
き
い
か
ら
、
三
菱
系
金
融
機
関
に
よ
っ
て
多

額
な
所
有
が
あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り
三
菱
銀
行
が

い
っ
た
ん
全
額
を
引
受
け
た
あ
と
、
同
系
金
融
機
関
に
〈
あ
る

い
は
は
そ
れ
以
外
に
も
）
分
散
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
三
菱
倉
庫
債

は
昭
和
三
年
七
月
、
期
間
一

O
年
、
発
行
価
格
一

O
O円
、
利
率

年
六
%
、
全
額
三
菱
銀
行
引
受
で
あ
九
日
目
。
同
様
に
第
日
表
に

［備考］

よ
れ
ば
、
明
治
生
命
、
三
菱
海
上
に
よ
る
所
有
が
確
認
さ
れ
、

引
受
者
の
三
菱
銀
行
の
所
有
、
さ
ら
に
三
菱
信
託
が
所
有
す
る

こ
と
も
あ
り
え
よ
う
。
造
船
、
倉
庫
と
も
社
債
発
行
の
形
は
と

っ
て
い
る
が
、
無
担
保
、
私
募
の
三
菱
銀
行
札
制
ん
で
あ
れ
ば
、



借
入
の
変
形
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

第
二
に
借
入
金
で
あ
る
が
、
第
ロ
表
を
み
る
と
長
期
借
入
と
想
像
さ
れ
る
場
合
（
電
機
、
製
鉄
、
鉱
業
、
商
事
、
倉
庫
、
合
資
な

ど
）
も
あ
れ
ば
、
一
時
的
な
借
入
に
終
る
場
合
（
造
船
、
内
燃
機
、
大
正
七
年
の
鉱
業
、
商
事
な
ど
）
も
あ
り
、
各
社
の
借
入
態
度

は
必
ず
し
も
共
通
し
て
い
な
い
。
大
正
七
年
だ
け
は
分
系
会
社
と
し
て
独
立
早
々
の
製
鉄
、
鉱
業
、
商
事
に
借
入
金
が
あ
っ
て
、

第一次大戦後の三菱財閥の金融

三菱系保険会社による三菱系会社債の保有

（債権額）
（単位千円）

第13表

明治生命 東京海上 明治火災 社債総額

大 7 1,700 2,300 1,000 10,000 

一
8 1,700 2,300 1 000 10,000 

重を
9 1 700 2,300 1,000 10,000 

10 1,700 2,300 1.000 10,000 
造 11 1 700 2,300 1.000 10,000 

船 12 1,700 2,300 1,000 10,000 

社
13 1.360 1,840 800 8,000 

14 1 020 1,380 600 6,000 
債 15 680 920 ？ 4,000 

昭 2 340 460 ？ 2,000 

明治生命 東京海上 ＝菱海上 社債総額

昭 3 1 000 300 585 5,000 

一 4 1.000 300 5 000 

菱 5 1,000 300 5,000 

倉 6 1 000 300 5,000 

7 870 260 4400 
庫

8 800 210 3800 

ネ士 9 620 3000 

債 10 370 2,000 

11 170 1.000 

［備考］ 明治生命、東京海上は事業報告書、明治火災は・「定時

株主総会へ提出ノ営業報告」、三菱海上は「東京海上火 ・

災保険株式会社百年史J 上巻、 445頁より作成。

二
、
玉

O
O万
円
近
い
残

高
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
大
正
八
｜
一
一
年
の

借
入
金
の
大
部
分
は
合
資

会
社
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
因
み
に
大
正
期
の
合

資
会
社
の
借
入
金
は
す
べ

て
三
菱
銀
行
か
ら
で
あ
っ

た
こ
と
が
判
明
し
て
お

り
、
合
資
会
社
が
同
行
に

預
け
た
通
知
預
金
を
見
合

年も い
以確ーに
降認借
、．で入

鉱き〈れ
業るとて

。＂、
商昭た
事和こ
の四 と
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（単位千円）

鉱 業 石油 商 事 倉 康 小計

昭 4 1.200 500 ’960 1,000 3,660 

5 1,200 1,300 960 1,000 4 460 

6 1,800 1,000 2,800 

7 1,000 1,000 

8 1,000 1.000 

9 900 1.140 2,040 

10 1,880 1.880 

11 2;070 1.170 3,2Al 

借入先
三合菱資 信住友託 同左 三合資菱 信住友託 三合資菱 信住託友

決算期 9月末 12月末 12月末 9月末 12月末 12月末 12月末

分系会社の借入先〈一部1第14表

各社営業報告密および’住友信託銀行五十年史.!I 352～3頁。
住友信託からの借入は12月末。

［備考］

借
入
発
生
に
よ
っ
て
、
大
正
末
期
に
縮
小
し
た
合
資
・
分
系
会

社
の
借
入
合
計
は
ふ
た
た
び
増
加
す
る
が
、
後
述
の
支
払
手
形

に
よ
る
調
達
か
ら
み
れ
ば
、
借
入
金
依
存
は
は
る
か
に
小
額
で

．
あ
る
。
個
別
企
業
ご
と
に
み
れ
ば
調
達
方
法
に
差
が
あ
る
が
、

100 

一
菱
財
閥
全
体
と
し
て
は
、
借
入
金
が
資
金
調
達
手
段
の
中
で

占
め
る
役
割
は
大
き
く
な
か
っ
た
。

第
ロ
表
の
借
入
金
は
、
各
社
の
営
業
報
告
書
か
ら
「
借
入
金
」

を
摘
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
す
べ
て
三
菱
系
金
融
機

聞
か
ら
の
借
入
と
速
断
で
き
な
い
。
本
稿
の
狙
い
は
、
三
菱
系

金
融
機
関
か
ら
の
借
入
を
知
る
こ
と
に
あ
る
が
、
直
接
的
に
知

る
資
料
は
な
い
。
そ
こ
で
無
関
係
の
借
入
を
判
明
す
る
限
り
切

離
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
こ
し
で
も
三
菱
系
金
融
機
関
か
ら
の

1. 
2. 

借
入
に
接
近
す
る
方
法
を
と
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
三
菱
合

資
か
ら
の
借
入
を
除
き
、
次
に
住
友
信
託
か
ら
の
借
入
も
除

く
。
後
者
は
た
ま
た
ま
住
友
信
託
が
三
菱
系
企
業
へ
貸
出
し
て

い
た
事
実
を
知
り
え
た
か
ら
で
あ
り
、
も
し
同
様
な
事
態
が
他

に
も
あ
れ
ば
、
同
様
に
除
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
三

菱
系
企
業
で
あ
り
な
が
ら
他
財
閥
系
信
託
か
ら
借
入
れ
て
い



第一次大戦後の三菱財閥の金融

〈単位千円）

(3）支 =11、 手 育2

造船 'i6 機 製鉄 鉱業 石油 商 事 倉 庫 合資 小 宮I・

大 7 7.002 1,130 5,052 11,006 24190 
8 5,004 8,110 15,470 18,200 46.784 
9 9,558 236 16,954 17,200 43,948 

10 13,008 4,091 10,927 20,750 48,776 
11 16,521 3,051 15,461 13,500 48,533 
12 14.501 l.400 23,064 20,500 59,465 
13 14,500 7,535 41,659 19,900 83,594 
14 14.003 3,933 -40.857 14,400 73,193 
15 3,026 14.000 46 42,806 9,750 69,628 

ll[j 2 2.243 12,000 89 54,576 6,940 75,848 
3 2,900 l 1.500 l,557 46,000 4 61,961 
4 2,300 10,800 2,059 40,922 8 56,089 
5 700 1,000 10,800 3,891 38,550 374 1 55,316 
6 5,850 500 10,800 3,181 36,740 286 57,357 
7 3,850 1,000 10,800 3,023 45,921 2 64,596 
8 .7,900 2,5()0 10.800 497 47:837 111 69,645 
9 重 工 500 8,500 876 62,562 72,438 

10 3,000 962 96,386 199 100,547 
11 2,700 485 102,682 341 IC渇.208

三菱合資・分系会社の借入等（その 2)第15表

た
、
と
い
う
常
識
外
（
？
）
の
事
実
が
あ
る
こ

と
に
注
目
し
、
単
純
に
三
菱
系
企
業
は
三
菱
系

金
融
機
関
に
依
存
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
と

短
絡
で
き
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

第
三
に
、
支
払
手
形
で
あ
る
が
、
第
日
表
に
よ

れ
ば
三
菱
内
燃
機
以
外
の
各
社
に
支
払
残
高
が

あ
る
。
残
念
な
が
ら
支
手
の
振
出
先
が
明
ら
か

で
な
い
た
め
断
定
で
き
な
い
が
、
前
稿
ま
で
で

し
ば
し
ば
言
及
し
た
よ
う
に
、
実
質
上
借
入
金

の
変
形
で
あ
る
ケ
l
ス
が
多
い
。
ま
た
、

てコ

の
会
社
で
可
借
入
金
」
「
支
払
手
形
」
が
並
存
す
る

場
合
に
は
、
前
者
が
長
期
借
入
、
後
者
が
短
期
借

入
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
金
額
が
何

百
何
十
万
円
の
よ
う
に
ラ
ウ
ン
ド
ナ
ン
バ

ー
で

あ
る
場
合
は
、
ま
ず
借
入
金
と
み
て
大
過
な
い

が
、
金
額
に
端
数
が
つ
い
て
い
る
場
合
に
は
、

仕
入
先
等
へ
の
文
字
通
り
の
支
払
手
形
が
含
ま

101 

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
三
菱
商



分系会社の支払手形相手先

e製鉄 石油 商事 小計

大 7 ? 

8 5,000 5,000 

9 5 000 5,000 

10 5000 5,000 

11 12,500 12 500 

12 12 000 12,000 

13 12 000 12,000 

14 12,000 12,000 

15 12,000 12,000 

昭 2 12,000 12,000 

3 10,800 10,800 

4 10,800 10800 

5 10,800 10,800 

6 10,800 1,000 11800 

7 10,800 10,800 

8 10,800 400 11,200 

9 8,500 8,500 

10 一
11 一

相手先 三菱合資 住友信託 同左

［備考Jr三菱社両および F住友信託銀行五十年央』 352
～3頁より作成。

事
の
場
合
、
支
手
残
高
が
大
き

く
端
数
も
つ
い
て
い
る
が
、
支

102 

〈単位千円〉

第16表

手
全
部
を
借
入
と
み
な
す
と
過

大
評
価
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

逆
に
、
三
菱
製
鉄
の
支
手
の
ほ

と
ん
ど
は
、
合
資
会
社
へ
振

そ
れ
が
事
実
上
の
借

入
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い

出
さ
れ
、

る
。
さ
ら
に
、
小
額
で
は
あ
る

が
他
財
閥
の
住
友
信
託
か
ら
の

借
入
が
含
ま
れ
て
い
る
事
実
も

あ
る
（
第
回
表
参
照
）
。
し
か
し

か
に
し
え
な
い
現
段
階
で
は
ー
ー
も
ち
ろ
ん
判
明
し
た
分
は
区
分
す
る
が
｜
｜
、
不
明
の
支
手
も
借
入
金
と
み
な
し
て
行
論
を
進
め

資
料
的
に
支
手
の
内
容
を
明
ら

ざ
る
を
え
な
い
。
か
か
る
仮
定
に
基
く
借
入
金
額
の
推
定
は
、
過
大
評
価
を
含
ん
だ
上
限
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
四
に
、
そ
の
他
の
手
段
（
当
座
借
越
、
割
引
手
形
、
為
替
前
倍
、
荷
為
替
手
形
、
裏
書
手
形
）
で
あ
る
が
、
第
口
表
を
通
覧
す
る
と

三
菱
商
事
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
別
言
す
れ
ば
商
事
は
、
掲
記
し
た
八
手
段
の
う
ち
、
社
債
と
裏
書
手
形
以
外
の
六
手
段
に
依

存
し
、
巧
み
に
諸
手
段
を
使
い
分
け
、
大
正
末
期
か
ら
金
融
機
関
依
存
額
が
財
閥
内
で
最
大
と
な
る
（
大
正
一
一
年
ま
で
は
合
資
会



第一次大戦後の三菱財閥の金融

三菱合資、分系会社の借入等（その 3)

(5) (61 171 

(4） 当 盛 ill 組 nij E符Iii 型形 華E (8） 割 日l 手 形

包 犠 主1鉄 間 ljl 合 l'i 小 宮十 商 事 間 1JJ 111機 理工 鉱探 石油 商’il ,J、計

大 7 1.512 1.512 
8 2.244 2,244 
9 756 323 1,079 
10 205 205 
II 595 595 
12 13 4，民渇 726 4.827 
13 7,363 7,363 
14 133 10,671 10,804 44 44 
15 120 8.3鈎 8,449 73 73 

昭 2 419 17,511 17,930 105 105 
3 222 12,461 12.683 62 62 
4 7,447 7,447 93 10,160 10,253 
5 408 J,451 l.859 11,106 68 9.742 9,810 
6 602 602 4,489 90 31 7，犯5 7，お6
1 1,274 1,274 12,726 5 29 96 9.336 9,461 
8 45 回5 730 18,220 34 40 779 IJ,362 12.181 
g 979 979 初．国抱 . 914 6,373 7,287 
JO I.I副 1,164 828 25 22 1,265 10,485 11,797 
II J,998 I，的8 1,182 82 1,677 13.149 14,908 

（単位千円）第17表

社
が
最
大
）
。
「
そ
の
他
の
手
段
」
で
は
、
商
事
以
外
の
各
社
は
取
る

に
足
ら
ぬ
金
額
で
あ
る
。
な
お
、
合
資
会
社
の
当
座
借
越
は
小
額
で

あ
る
が
、
す
べ
て
三
菱
銀
行
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
考
察
の
結
果
、
明
ら
か
に
三
菱
系
金
融
機
関
で
な
い
借
入

等
を
除
外
し
、
残
り
が
三
菱
系
金
融
機
関
に
依
存
し
た
と
仮
定
－し

て
、
三
菱
系
金
融
機
関
の
全
貸
出
の
う
ち
三
菱
系
企
業
向
が
ど
れ
だ

け
の
比
重
を
占
め
た
か
を
試
算
し
て
み
よ
う
〈
第
国
表
参
照
）
。

第
一
に
、
合
資
・
分
系
会
祉
の
借
入
金
、
支
手
が
三
菱
系
金
融
機

関
（
銀
行
、
信
託
、
生
保
、
損
保
三
社
）
の
貸
付
金
に
占
め
る
比
重

（A
／
B
）
は
、
大
正
期
で
三
割
を
こ
え
る
こ
と
が
珍
し
く
な
い
。

昭
和
期
で
十
数
%
に
落
ち
る
が
、

一
O
年
以
降
二
割
を
こ
え
る
。

二
割
、
三
割
と
い
え
ば
予
想
外
に
依
存
度
が
高
い
と
い
う
印
象
で
あ

る
が
、
前
述
の
通
り
支
払
手
形
が
、
実
質
上
の
借
入
ば
か
り
で
な
く

文
字
通
り
営
業
上
の
支
手
を
含
む
た
め
に
高
く
な
っ
て
い
る
か
も
知

れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
A
／

B
は
ま
さ
に
上
限
で
あ
る
。

第
二
に
、
当
座
借
越
は
き
わ
め
て
増
減
が
は
げ
し
く
、

そ
れ
は
三

菱
商
事
に
起
因
す
る
が
、
金
額
三
菱
銀
行
に
依
存
し
て
い
た
か
確
証

が
な
い
。
も
し
全
額
依
存
と
す
れ
ば
、
大
正
末

t
昭
和
初
期
以
外
の
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H
 

mis~ 三菱｝（，~金融機関の:lWIIC:占める三~系企撲のJt虫〈娘間期〉

借入金 文手 小fit(A) 三融塁機E系関金(BJ A/8 2勉；＇~l:r 行三義（D航！ C/D 制JI;引IE手) 三行fF鈍) E/F 総c＋計E':;/;,言議論 G/H 三のみ菱銀J行 G/J 

大 7 24,849 24,190 49,039 1,512 、
8 24,900 41,784 66,684 192,016 34.7 2,244 U,050 16.0 27,581 68,928 233，“7 29.5 208,588 33.0 
.9 ’19,709 38.斜8 58,657 193,081 3M 1,079 Jl,435 0.4 27,463 59,736 231,979 25.8 204,101 29.3 
10 25,32ゆ 43,776 的，096 201,120 34.4 205 13.0“ l.6 18,535 69,301 お2,721 29.8 198,873 34.8 
11 13,415 36,033 49，“8 1幻，801 26.9 595 11,624 5.1 17,223 50,043 212，“8 23.5 172,287 29.0 
12 3,871 47,465 51,336 204,723 25.1 4,827 15，例8 32.1 iS,171 56,163 237,942 お.6 190,844 29.4 
13 6,323 71,594 77,917 190,046 41.0 7,363 13,631 f,4.0 28,555 8.5,280 お2,232 36.7 188,653 452 
14 6，侃6 61,193 67,859 186,755 36.3 10,804 15,439 70.0 44 23,796 0.2 78,707 225,990 34.8 177,257 44.1 
15 5,629 •57,628 . 63,257 195,045 32.4 8,449 15,834 53.4 73 35,060 0.2 71,779 24叩39 29.2 195,784 36.7 

昭 2 5,837 63,848 69,685 273，弱2 25.5 17,930 15,368 116.7 105 37,549 0.3 87,720 326,469 26.9 23札30$ 38.1 
3 1,275 51,1_61 52,436 337,202 15.6 12，飽3 13,655 92.9 62 31,929 0.2 65,181 お2,786 17.0 241，邸7 27.0 
4 10,697 45,289 55,986 389,317 14.4 7,447 .17,298 43.l 10,2!ヰ3 29,487 34.8 73,686 436,102 16.9 278,750 26.4 
5 11,359 44,516 55,875 421,155 13.3 l.859 15,617 JJ.9 20，”16 24.841 837 78,650 461,613 17.0 319,350 24.6 
6 10,749 45,557 - 56,306 496,965 11.3 602 16,691 16 11.91, 23,987 49.7 68,823 537,643 12:S 339,324 20.3 
7 17,864 53,796 71,660 491,297 M.6 1,274 H,JG6 n.o 日2.1（沼 25,985 邸.4 95,126 531;448 17.9 317,304 30.0 
8 17，お5 58,445 76,300 456,42日 .lG.7 730 13,271 :,f, 30,435 23,121 13J.6 107,465 492,818 21.8 274,277 39.2 
9 6,4悦 63,938 70.402 433,37(; 16.2 979 16,0-19 G.J 28.175 28,337 99.4 99,556 477,762 20.8 265,344 37.5 
10 ;,,7,600 100,547 108,14_7 442,244 24.5 1.164 19,631 5.9 JJ,797 29,435 40.1 121,100 491,310 2U 294，犯6 41.1 
ll mo,309 1郎，208 115,517 503,526 22.9 1,998 22,72•1 8.8 14,908 43,511 34.q 132,423 569,761 23.2 370,661 35.7 

OIi位千円.%) 

［備考］ I. j／｝入金11!111.2！＆により． 諮問ll!l通告，livlfl'iを合む． 2. 文乎1:l!ll15i/.!ICよる・ 3. 1'.ii'l!l:¥I!!, .':11引手.JU I：買ll7浪によるが.if<WCl:l荷ぬ舗干形.~\!f手形を合算している．
4 三菱系金融機関1:1.三：！！：Ill行．三il!IJ庇.IJIJl(;!J.;命．東以前上．明治火災．三誕向上自貸付金町合計．三ii.銀行1:1~三Ji銀行且也、明治生命l:l r明治生命百年!I:~純a ・
鍋保3Uは r.il!J)I樹上火災保険隊式会社百年火4 よ，~.



比
重
は
小
さ
い
。
昭
和
三
年
に
一
一
七
%
、
す
な
わ
ち
三
菱
銀
行
の
当
座
貸
越
残
高
を
上
回
っ
て
い
る
の
は
、
二
一
月
末
（
銀
行
）
と

九
月
末
（
商
事
）
の
決
算
期
の
差
に
よ
る
の
か
、
商
事
が
三
菱
以
外
の
他
行
に
も
依
存
し
た
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
に
せ

よ
商
事
の
緊
急
の
資
金
需
要
↓
当
座
借
越
の
急
増
と
い
う
事
態
に
対
し
、
三
菱
銀
行
が
信
用
供
与
の
主
力
で
あ
っ
た
と
想
像
し
て
よ

第一次大戦後の三菱財閥の金融

い
の
で
は
な
い
か
（
一
部
を
他
行
に
求
め
た
と
し
て
も
）
。

第
三
に
、
合
資
・
分
系
会
社
の
手
形
割
引
残
高
が
昭
和
三
年
ま
で
零
な
い
し
僅
少
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
三
菱
銀
行
が
合

資
・
分
系
会
社
の
手
形
割
引
を
し
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
期
中
だ
け
し
か
割
引
し
な
か
っ
た
、
こ
と
に
な
る
。
し
か
る
に
四
年
以

降
三
菱
商
事
の
手
形
割
引
が
登
場
す
る
と
、
に
わ
か
に
そ
の
比
重
（
E
／

F
）
が
高
ま
る
。
八
年
に
い
た
っ
て
は
一
三
二
%
と
い
う

こ
と
は
、
前
述
の
当
座
借
越
に
お
け
る
一
O
O
%
オ
ー
バ
ー
と
閉
じ
問
題
が
こ
こ
に
も
あ
っ
た
と
恩
わ
れ
る
。
要
す
る
に
、
商
事
の

手
形
割
引
が
全
面
的
に
三
菱
銀
行
で
あ
っ
た
か
否
か
で
あ
る
。
因
み
に
商
事
の
財
務
政
策
は
、
大
正
末
l
昭
和
初
期
を
当
座
借
越
、

四
年
以
降
手
形
割
引
へ
と
変
更
し
た
と
解
す
る
と
、
両
勘
定
の
動
き
は
か
な
り
う
ま
く
説
明
が
つ
く
よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
借
入
等
を
ま
と
め
た
総
計
（
G
）
を
、
三
菱
系
金
融
機
関
の
総
与
信
（
H
）
の
中
で
み
る
と
、

G
／
H
は
大
正
期
で
ニ

t

三
割
台
、
昭
和
初
期
で
一
割
台
、
八
年
以
降
二
割
台
と
な
り
、

A
／

B
、
C
／

D
、
E
／

F
よ
り
変
動
が
な
ら
さ
れ
て
い
る
。
も
し

三
菱
銀
行
だ
け
で
総
計
（
G
）
を
負
担
す
る
と
、

G
／
J
は
か
な
り
高
ま
り
、
同
行
の
総
与
信
の
四
割
以
上
を
合
資
・
分
系
会
社
に

注
ぎ
こ
む
と
い
う
異
常
な
姿
に
な
っ
て
し
ま
う
。

注
（

1
）
 

（

2
）
 

（

3
）
 

三
菱
造
船
「
第
一
期
営
業
報
告
書
」
六
頁
。

興
銀
『
社
債
一
覧
』
＝
一
四
三
頁
。
－

同
右
に
よ
れ
ば
、
担
保
の
受
託
会
社
も
、
募
集
の
受
託
会
社
も
な
く
、
引
受
は
三
菱
銀
行
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
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（4
）（
5
）
『
一
一
一
菱
社
誌
』
記
載
の
コ
ニ
菱
合
資
会
社
本
社
財
産
目
録
」

（
大
正
期
の
各
年
）
を
参
照
。
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四

戦
時
体
制
期
の
三
菱
財
閥
各
社
と
金
融
機
関
の
関
係

預

金

等

戦
間
期
と
同
様
な
分
析
を
戦
時
体
制
期
に
も
続
け
て
み
よ
う
。
日
中
戦
争
開
始
の
昭
和
一
ニ
（
一
九
三
七
）
年
か
ら
ニ

O
年
敗
戦

ま
で
を
取
扱
う
べ
き
で
あ
る
が
、
資
料
が
入
手
で
き
ず
昭
和
二

O
年
の
考
察
は
不
能
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
一
八
年
に
決
算
期
を

三
月
、
九
月
に
変
更
し
た
会
社
が
あ
り
、
計
数
の
連
続
性
が
若
干
薄
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
。
一
七
年
ま
で
は
年
末
残
高
を
軸
に
各
社

そ
れ
に
近
い
決
算
期
を
揃
え
た
が
、
一
八
年
以
降
は
九
月
末
残
高
を
軸
に
そ
れ
に
近
い
決
算
期
を
揃
え
る
こ
と
に
な
り
、
比
較
上
、

集
計
上
の
論
理
性
は
一
層
乏
し
く
な
る
。
し
か
し
大
勢
を
窺
う
分
に
は
差
支
え
な
い
と
考
え
る
。

付

本
社
・
分
系
会
社
の
預
金
等

こ
の
時
期
に
は
三
菱
合
資
会
社
は
株
式
会
社
三
菱
社
に
改
組
さ
れ
て
い
る
が
（
昭
和
一
二
年
一
一
一
月
改
組
）
、
分
系
会
社
か
ら
財

閥
本
社
（
三
菱
社
）
へ
の
預
け
金
は
す
で
に
み
ら
れ
な
い
。

一
般
預
金
で
あ
る
（
第
四
表
上
段
）
。
現
金
と
預
金
を
合
算
表
示
の
営
業
報
告
書
が
多
い
た
め
、
預
金
だ
け
を
分
離
で
き

な
い
ケ
l
ス
（
×
印
）
が
圧
倒
的
で
あ
る
が
、
戦
間
期
と
同
様
に
一
応
預
金
と
み
な
し
て
考
察
を
進
め
よ
う
。
一
般
預
金
残
高
の
推

移
を
一
見
し
て
、
三
菱
重
工
、
三
菱
電
機
、
三
菱
化
成
、
三
菱
鉱
業
、
三
菱
社
の
異
常
な
変
動
に
気
．っ
く
。

・重
工
で
は
、
増
資
払
込
徴
収
に
よ
る
余
裕
で
一
五
年
以
降
預
金
が
増
加
し
た
が
、
一
七
年
の
巨
額
の
預
金
増
は
「
作
業
収
入
未
決

算
」
勘
定
の
急
膨
張
に
よ
る
も
の
で
、
軍
需
生
産
増
強
に
と
も
な
う
前
受
金
受
入

l
l預
金
に
滞
留
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
一
八
年

第
一
は
、
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採録時点

霊工 rn機

×21.a35 X 2,602 

X 22,042 X 5,963 

×16,440 X 5,443 

X 34,148 XJS,710 

X 71181 X 3,871 

X251,965 X 7,327 

X247,852 X 5,522 

X 31,373 X13,886 

重工 111 機

14,059 5,087 

13,403 5,686 

11,481 8,093 

11,884 8,743 

12,359 9,947 

12,762 10,401 

25,140 10,656 

25,874 11,516 

金銭信託 金銭信期託
と定

12月末 9月末

第19表三菱社、分系会社の預金等（その 1) （単位千円）

鋼 材 化成 鉱 3長 石油 商事 倉庫 地所 三菱社 5十

Xl0,833 14.451 X 2 X13,05J 2,464 X 6,550 71,638 
X ).390 3.15 X 33 Xl7,759 2,589 × 744 X34,013 84,848 
X 2,975 2,562 X 48 X23,511 l.460 X 1,951 X 4,842 59,232 
X 7,387 19,139 X 51 ×25,226 2,009 X 2,040 XJ0,445 119,155 

1,454 X 3,089 8,805 X 102 X26,854 4,772 X 788 X 6,441 127,357 
3,231 X 4,714 8,207 X 173 X38,288 5,634 X 1,879 Xll,846 333,264 
3,718 X 4,155 21,965 ×1,639 X40,425 4,717 X 787 ×7,688 338,468 

2,875 Xl4,087 16,574 X );066 X73,646 2,086 X 715 ×2,101 ・ 158,409 

鋼材 化成 鉱業 正I ilJI 商事 念館 地所 ii・「 うち金｛言

3,651 107 2,000 922 25,826 18,489 

4,575 126 3,000 1.026 27,816 18,8創）
5,227 161 3,600 1,296 29,858 17,915 

330 6,929 206 5,000 1,586 34,678 20,431 
474 340 8,165 255 5,000 2,897 39,437 22,997 
490 1,115 9,637 313 7,851 4,005 46,574 26,784 

3,526 730 11.257 410 5,768 6,141 557 64,185 41,586 
5,562 ？ 12,920 6,258 6,582 572. 69.284 43,519 

金銭信託 金銭信託 金銭信託
金と銭定信期託

g n末 翌1月末 9月末 9月末 9月末 12月末 12 rJ ;I,ミ 12月末

千［僻J1. 三菱社は F三菱社晶、分系会社は営業報告笹山。 x印は酬上、現金、預金が分厳できない乙とを示す。 I:::, 

S夜 2. ~録時点において．地所は昭 19年以降 9 月末、三菱祉は18年以降 9 月末にそれぞれ変更されている。 2ヨ



も
そ
の
余
裕
が
残
る
が

一
九
年
に
原
材
料
・
仕
掛
品
の
膨
張
、
前
払
金
増
大
の
た
め
に

一
挙
に
預
金
を
取
崩
す
こ
と
に
な
っ
て
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い
る
。電

機
で
は
、

二
ハ
年
の
増
資
に
先
立
ち
、

一
五
年
に
支
払
手
形
を
発
行
、
そ
の
資
金
が
一
時
的
に
預
金
に
滞
留
し

一
六
年
に
は

取
崩
さ
れ
た
。

化
成
で
は
、
増
資
と
支
手
発
行
の
重
な
っ
た
一
二
年
、
増
資
の
一
五
年
、
借
入
の
大
膨
張
す
る
一
九
年
に
預
金
が
増
大
し
た
。

鉱
業
で
は
、
社
債
発
行
の
二
一
年
、
設
備
投
資
が
中
休
み
の
一
五
年
、
社
債
増
発
の
一
八
年
に
預
金
増
加
を
み
て
い
る
。

三
菱
社
で
は
、
は
じ
め
て
社
債
発
行
の
一
三
年
、
株
式
公
開
の
一
五
年
、
糟
資
と
支
手
発
行
の
一
七
年
、

し
預
金
が
増
大
し
て
い
る
が
、
翌
年
に
は
消
費
さ
れ
て
い
る
。

の
各
年
に
そ
の
前
に
比

右
の
ご
と
く
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
一
般
預
金
は
、
期
末
残
高
で
み
て
も
資
金
の
出
入
が
は
げ
し
く
、
お
そ
ら
く
期
中
で
も
か
な

り
の
変
動
が
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
戦
間
期
よ
り
も
一
般
預
金
の
残
高
合
計
が
、
断
然
大
規
模
に
な
っ
て
お
り
、
基
本
的
に
は
戦

時
体
制
下
に
事
業
規
模
が
拡
大
し
、
預
金
と
し
て
滞
留
す
る
金
額
も
多
く
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
非
営
業
的
と
推
測
さ
れ
る
特
殊
目
的
の
預
託
を
み
よ
う
。
第
四
表
下
段
で
は
「
基
金
預
金
引
当
預
金
」
を
掲
記
し
た

が
、
概
し
て
い
え
ば
各
社
と
も
積
増
し
の
傾
向
に
あ
る
。
主
に
退
職
手
当
金
の
た
め
の
資
金
蓄
積
で
あ
る
た
め
、
人
員
の
多
い
企
業

の
残
高
が
多
い
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
安
定
し
た
積
立
金
の
性
格
を
反
映
し
、
金
銭
信
託
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
判
明
し
た
だ
け
で

も
「
基
金
預
金
引
当
預
金
」
の
六
割
が
金
銭
信
託
と
な
っ
て
い
る
が
、
不
明
分
を
考
慮
す
る
と
七

t
八
割
の
可
能
性
が
強
い
c

第
別
表
上
段
の
「
職
工
退
職
手
当
準
備
積
立
金
預
金
」
も
内
容
的
に
は
「
基
金
預
金
引
当
預
金
」
と
類
似
し
、
同
様
に
金
銭
信
託

が
大
部
分
を
占
め
る
。
こ
こ
で
も
重
工
、
鉱
業
、
電
機
な
ど
人
員
の
多
い
会
社
の
積
立
が
急
増
し
て
い
る
。
新
設
ま
も
な
い
製
鋼
も

増
加
の
勢
い
に
あ
る
。



第一次大戦後の三菱財閥の金融

、第20表三菱社、分系会社の預金等（その 2)
（単位千円）

m工 fl，機 鋼材 化成 鉱業 石油 告「 うち金｛；：

喧t Il/f J2 l,94] ]59 27 129 8 2,264 ],949 
iエ且 ]3 4,821 451 79 779 19 6,149 4,840 
言店主 14 8,716 837 151 1,679 32 ll,415 8,748 

]5 14,005 1,320 238 3.05] 40 18,654 1星，045
i担 16 ]9,7]8 I，お5 284 340 4,447 49 26,693 19,767 品1 17 24,694 2,438 398 6,101 59 33,690 24,753 主t

金立預・
18 32,322 3,291 1,640 7,920 71 45,244 32,393 
19 43,207 4.455 2,004 10.003 83 59目752 43.290 

金 金銭信託 金銭信託

納税 mヱ an鋼 倉 F巨 :?:i i1h 

面白 11/J 18' 1,200 1,200 
ゴJ~ 19 30,164 1,008 121 80 31,373 

［備考1if! 19設と同線。

第21表三菱倉庫の預金内訳
（単位千円）

預 金 基金預金引当預金

定期 通知
特当別座当及座

定 期 金銭信託 預金

ノz色z、きuふI 

三菱 三菱 三菱ほか 三菱 三菱信

昭12 1,200 500 764 250 672 2,714 

13 1 000 700 889 250 776 2,839 

14 1,000 460 250 1,046 1,710 

15 2,009 504 1,082 2,513 

16 納税準備 4,772 1,019 1,878 5,791 

17 菱 5,634' 1,048 2,957 6,682 

18 1,200 4,717 2,092 4,049 8,009 

19 121 2,086 1,857 4,725 4,064 

［備考］ 同社営業報告密により作成。
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（戦時体制期）

金 銭 託

明治生命 ＊京海上 三菱銀行
st-

行三菱銀分 ｛信全金銭託） 託三菱信分 〈信全金機託） 

60,257 4,403 ( 7,003) 3,689 (3,689) 4,631 12,723 

60,333 4,403 ( 7,003 > 3,689 (3周 9) 5,094 13186 

73,010 4,903 ( 7,503) 3,689 (3,689) 5,637 14,229 

72,572 5,012 ( 6,512) 3,237 (3,237) 6,322 14,571 

83,793 8,147 ( 9,348) 3,031 (3,031) 6,564 17,742 

82,837 10,092 (11,133) 141 ( 491) 6,816 17,049 
? ? (12,050) C 150) 11,074 ? 

〈単位千円〉

特
殊
な
預
金
の
最
た
る
も
の
は
納
税
準
備
預
金
で
あ
る

戦
時
末
期
か
ら
あ
ら
わ
れ
、
重
工
が
巨
額
で
あ
る
が
、

（
第
初
表
下
段
）
。

そ
の
事
情
は
明
ら
か

110 

に
し
え
な
い
。

以
上
の
預
金
、
金
銭
信
託
が
ど
の
金
融
機
関
に
預
け
ら
れ
た
か
は
、

資
料

的
に
確
認
し
が
た
い
。
個
別
企
業
で
具
体
的
な
事
情
が
判
明
す
る
の
は
、

ず
か
に
三
菱
倉
庫
一
社
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
第
幻
表
の
通
り
で
あ
り
、
「
基

金
預
金
引
当
預
金
」
は
三
菱
銀
行
へ
の
定
期
預
金
、
三
菱
信
託
へ
の
金
銭
信

託
と
分
か
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

わ

一
般
預
金
で
は
三
菱
銀
行
へ
の

特
別
当
座
預
金

に
は
三
菱
以
外
の
銀
行
が
若
干
あ
っ
た
模
様
で
あ
る
。
と
は
い
え
同
社
の
預

定
期
、
通
知
預
金
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
う
る
が
、
当
座
、

金
、
金
銭
信
託
の
圧
倒
的
部
分
は
、
三
菱
財
閥
内
に
滞
留
し
て
い
た
と
み
て

．
差
支
え
な
い
。
こ
の
一
社
の
事
例
で
全
体
を
類
推
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
ろ

う
が
、
本
社
・
分
系
会
社
が
財
閥
外
の
銀
行
・
信
託
に
わ
ざ
わ
ざ
預
け
る
可

能
性
は
考
え
に
く
い
。
た
だ
し
当
座
預
金
の
場
合
は
、
事
業
所
所
在
地
の
銀

行
に
口
座
を
設
け
る
こ
と
は
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
預
金
残
高
は
全

体
か
ら
み
れ
ば
わ
ず
か
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

間
金
融
機
関
の
預
金
等

戦
時
体
制
末
期
に
は
、
東
京
海
上
、
明
治
火
災
、
三
菱
海
上
の
損
保
三
社



三菱系金融機関の預金等

預 金

明治生命 東京海上 明治火災 三菱海上 三菱 信 託

三行菱銀分 （金預金） 三行菱銀分 （全預金） 固有勘定 信託勘定

昭 12 13,522 ( 16,443) 8,121 ( 18,800) 15,114 15,493 776 7,231 

13 13,880 (17,062) 9,774 (25,788) 14,380 14,207 611 7,481 

14 14,333 ( 17,688) 20120 ( 37,693) 16,592 13,796 624 7,545 

15 19,474 (23,277) 12.226 (24,900) 16,067 15,662 1,066 8,077 

16 20,806 (23,649) 17,698 ( 38,421) 19,879 15,447 1,067 8,896 

17 17,489 ( 22,019) 15,196 ( 29.177) 20,624 19.218 l 105 9,205 

18 ？ ( 21,156) 15,676 (29,920) ・18,300 16,065 1.269 11,856 

第22表

が
合
併
し
て
東
京
海
上
（
新
）
と
な
り
（
昭
和
一
九
年
三
月
）
、

融
機
関
は
銀
行
、
信
託
、
生
保
、
損
保
各
一
社
づ
っ
と
な
っ
た
。
戦
間
期
と

同
様
に
、
右
の
金
融
機
関
の
預
金
、
金
銭
信
託
を
み
れ
ば
第
幻
表
の
通
り
で

三
菱
系
金

あ
る
。ま

ず
、
三
菱
銀
行
へ
の
預
金
か
ら
み
よ
う
。
明
治
生
命
、
東
京
海
上
の
預

金
か
ら
三
菱
銀
行
分
が
区
別
さ
れ
、
明
治
火
災
、
三
菱
海
上
、
三
菱
信
託
に

つ
い
て
は
、
三
菱
銀
行
分
を
知
り
え
な
い
の
は
戦
間
期
で
の
検
討
と
同
じ
で

あ
る
。
資
料
的
に
判
明
す
る
明
治
生
命
、
東
京
海
上
を
み
る
と
（
第
お
表
）
、

前
者
で
は
全
預
金
の
八
割
が
三
菱
銀
行
に
対
す
る
も
の
で
、
戦
間
期
と
変
ら

な
い
が
、
後
者
で
は
四
割
台
、
時
に
は
六
割
に
達
す
る
年
も
あ
り
、
三
菱
銀

行
分
の
比
重
が
高
ま
っ
た
。
預
金
種
目
別
に
み
て
も
明
治
生
命
で
は
、
当
座

以
外
は
各
種
目
と
も
三
菱
銀
行
が
圧
倒
的
な
比
重
を
占
め
て
い
る
。

し
か
し

東
京
海
上
で
は
、
三
菱
銀
行
分
が
多
い
の
は
通
知
だ
け
で
、

他
種
目
で
は
他

買J6茨とl司様

行
に
分
散
し
て
い
る
。
こ
の
傾
向
も
戦
間
期
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、

明
治
生
命
の
預
金
は
、
戦
時
体
制
下
に
増
加
傾
向
を
辿
る
の
に
対
し
、
東
京

海
上
の
預
金
の
増
減
が
は
げ
し
い
。
明
治
火
災
、
三
菱
海
上
、
三
菱
信
託
と

も
預
金
は
安
定
、
な
い
し
漸
増
気
味
で
あ
り
、
東
京
海
上
の
は
げ
し
い
動
き

が
目
立
つ
。
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3事お表明治生命、東京海上の預金内訳（戦時体制期｝

定 期 通 知 特別当座 当 座

三菱 その他 三菱 その他 三菱 その他 三褒その他 三菱

明昭12 8.500 1；民泊
!:8印ω加

300 1.222 I』20 13,522 

13 8,550 1.500 300 1,330 1；崎1 13ゆ80
治 14 8,550 i:i瑚 4,200 割）（） I.日認 1,554 14,333 

生 15 8,600 1,500 1.政均 500 3.011 民抱 63 1.115 19.474 

命
16 4,900 S)O 13.500 省ぬ 2.093 630 313 i.213 初，806

17 Al事＇￥.＇≫拘 ！：日00: 9,300 割泊 2,047 187 642 Z割強 17,489 

開12 7,184 !: 7 お3 4 S.!21 
1臨 13 

主1.館街副。自
9.誤認 7.891 3 513 48 9,774 

京
14 7,411 17,915 9,59!1 155 560 3 20,1初

、 15 2,330 7.倒2 9,504 4.鈎2 392 1,084 7 12,226 
海 16 -2,530 7,162 13.621 11.874 1,547 1,687 17.698 
上 17 2.剣JO 凪お6 12.240 S.200 特鏑贋金 56 415 IS.I！掲

18 3，桜調。 8,750 11.123 3.583 II 併沼 1,911 15.676 

【備考］ 明治生命．東京梅上町！JJ軍側告より計算白うえ作成．

昭12

13 

14 

15 

16 

17 

18 

第24表明治生命、東京海上の金銭信託
内訳（戦時体制期）

（単位千円）

明治生命 東京海上

特銭信定金託 指定金銭信託 特銭定信金託 銭指信定託金

三 菱 三菱 その他 三菱 その他

1,403 3,000 2,600 3,689 

1,403 3,000 2,600 3,689 

1,403 3,500 2,600 3,689 

1.212 3,800 1,500 3,237 

507 7,640 1,200 3,031 

507 9,585 1,040 141 350 

？ ？ ？ 150 

［備考］ 第23表と同棟。

〈単位干円、罰百〉

It ＝震の

その他 比重

2,921 822 

3.182 81.3 

3，お5 81.0 

3,803 83.7 

2,843 88.0 

4,530 司4

10,679 432 

16,014 61.0 

17.幻3 岱.4

12,674 4坦I

20,723 ・6.1
13,981 52.1 

14.244 52.4 
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他
方
、
金
銭
信
託
に
お
い
て
も
戦
間
期
と
同
様
に
、
明
治
生
命
、
東
京
海
上
、
三
菱
銀
行
だ
け
で
あ
る
（
第
幻
表
）
。
す
な
わ
ち
、

三
菱
銀
行
の
場
合
は
依
然
と
し
て
「
退
職
手
当
基
金
」
で
あ
り
、
確
実
に
増
加
を
続
け
る
安
定
資
金
で
あ
っ
た
。
戦
間
期
と
同
様
に

三
菱
信
託
宛
で
あ
る
公
算
が
大
き
い
。
内
訳
の
判
明
す
る
明
治
生
命
、
東
京
海
上
を
み
よ
う
（
第
M
表
）
。
明
治
生
命
の
特
定
金
銭

信
託
は
、
昭
和
一
五
年
現
在
、
三
菱
信
託
を
経
由
す
る
京
阪
電
気
鉄
道
へ
の
貸
付
で
あ
り
、
同
貸
付
は
一
七
年
の
関
西
配
電
に
よ
っ

て
継
承
さ
れ
た
。
東
京
海
上
の
特
定
金
銭
信
託
も
昭
和
一
六
年
現
在
、
一
部
（
約
一
四
万
円
）
が
三
菱
信
託
経
由
の
京
阪
電
気
鉄
道

へ
の
貸
付
で
、
一
七
年
に
関
西
配
電
に
同
額
が
承
継
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
ほ
ぼ
同
時
期
に
同
一
先
へ
貸
付
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
何
か
特
殊
事
情
を
想
像
で
き
よ
う
。
資
料
的
に
判
明
し
た
の
が
昭
和
一
五
年
で
あ
っ
て
、
お
そ
ら
く
事
態
は
そ
れ
以
前
に
発
生

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
東
京
海
上
で
は
二
ハ
年
現
在
、
特
定
金
銭
信
託
で
電
力
、
瓦
斯
、
紡
績
、
そ
の
他
の
株
式
買
入

（
約
二
九

O
万
円
）
を
三
菱
信
託
に
委
託
し
て
い
る
。
な
お
、
指
定
金
銭
信
託
に
お
い
て
は
、
明
治
生
命
は
三
菱
信
託
に
集
中
し
て

他
信
託
分
を
縮
少
、
東
京
海
上
は
逆
に
三
菱
信
託
で
な
く
野
村
信
託
等
に
委
託
し
て
い
る
。
そ
の
事
情
は
明
ら
か
で
な
い
。

第一次大戦後の三菱財閥の金融

注
〈

1
）
明
治
生
命
「
第
六
O
回
報
告
書
」
お
よ
び
「
第
六
二
回
報
告
書
」
の
財
産
目
録
に
よ
る
。

〔

2
）（
3
）
東
京
海
上
「
第
八
二
季
事
業
報
告
書
」
お
よ
び
「
第
八
三
季
事
策
報
告
書
」
の
財
産
目
録
に
よ
る
。

同
三
菱
系
金
融
機
関
の
預
金
等
に
占
め
る
三
菱
系
企
業
の
比
重

戦
間
期
と
異
な
り
、
戦
時
体
制
下
に
お
け
る
三
菱
財
閥
内
の
預
金
合
計
は
、
第
お
表

ω欄
の
通
り
億
円
規
模
に
膨
張
し
た
。
す
で

に
み
た
ご
と
く
、
そ
の
内
容
は
金
融
機
関
か
ら
の
預
金
よ
り
も
、
本
社
・
分
系
会
社
か
ら
の
預
金
が
多
く
な
り
、
事
業
活
動
の
拡
大

を
反
映
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
a

と
く
に
三
菱
重
工
の
前
受
金
流
入
と
推
測
さ
れ
る
一
般
預
金
激
増
は
、
財
閥
全
体
の
預
金
を
大
き
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く
ふ
く
ら
ま
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
昭
和
一
七
、

一
八
年
）
。

A
欄
の
預
金
合
計
が
す
べ
て
一
ニ
菱
銀
行
宛
で
あ
る
保
証
は
ど
こ
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に
も
な
い
が
、
仮
り
に
戦
間
期
と
同
様
に
、
全
部
三
菱
銀
行
に
対
す
る
預
金
と
み
な
し
て
試
算
す
れ
ば
、
三
菱
銀
行
の
全
預
金
額
に

占
め
る
比
重
（
A
／
B
）
は
一

0
2
一
六
%
と
な
る
。
個
々
の
会
社
で
は
、
社
債
発
行
、
増
資
払
込
徴
収
な
ど
そ
の
時
々
に
臨
時
的

な
余
裕
で
預
金
し
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
財
閥
内
各
社
を
合
計
す
れ
ば
常
時
相
当
な
預
金
残
高
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。

A
／

B
は
、
昭
和
一
二
年
に
↓
五
%
に
ま
で
高
ま
る
が
、
以
後
一
一
、
二
%
へ
と
低
下
す
る
。

一
七
年
の
一
六
%
は
前
述
の
ご
と

き
や
や
特
別
の
事
情
に
よ
る
も
の
で
、
む
し
ろ
戦
時
体
制
期
に
は
三
菱
銀
行
が
財
閥
内
か
ら
吸
収
す
る
預
金
の
比
重
は
低
下
し
た
と

み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
原
因
の
第
一
は
、
昭
和
一
八
年
四
月
第
百
銀
行
を
合
併
し
、
そ
の
預
金
一
九
七
億
円
、
貸
出
一

O
六
億

円
を
加
え
、
財
閥
外
預
金
が
多
額
に
加
わ
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
第
二
は
、
軍
需
会
社
に
指
定
さ
れ
た
分
系
会
社
の
預
金
取
崩
し
が
あ

っ
た
た
め
と
恩
わ
れ
る
。
『
三
菱
銀
行
史
』
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

「
預
金
に
於
い
て
は
指
定
軍
需
会
社
預
金
の
減
少
が
目
立
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
前
渡
金
の
制
限
に
よ
り
一
般
に
手
許
資
金
が
逼
迫

し
て
き
た
外
、
当
局
の
方
針
に
則
り
各
社
と
も
先
ず
預
金
を
以
っ
て
所
要
資
金
に
充
て
る
方
針
を
と
っ
た
為
で
あ
る
」
（
三
五
五

頁）。
三
菱
銀
行
は
急
増
す
る
資
金
需
要
に
対
処
す
る
た
め
預
金
増
強
に
取
組
ま
ね
ば
な
ら
ず
、
第
百
銀
行
合
併
も
そ
の
手
段
だ
っ
た
の

で
あ
る
。

他
方
、
金
銭
信
託
に
お
い
て
は
第
お
表
に
み
る
よ
う
に
、
着
実
に
残
高
が
増
大
し
て
い
る
。
そ
の
委
託
先
は
断
定
で
き
な
い
が
、

し ほ
と
ん
ど
が
三
菱
信
託
と
推
測
さ
れ
る
。
三
菱
信
託
の
全
金
銭
信
託
残
高
に
お
け
る
比
重
（
C
／

D
）
は
、
九
%
台
か
ら
逐
次
上
昇

一
七
年
に
は
一
二
%
程
度
と
な
り
、
さ
ら
に
上
昇
し
て
い
る
模
様
で
あ
る
。
す
で
に
み
た
戦
間
期
の
四

2
六
%
の
比
重
と
比
較

三
菱
信
託
の
財
閥
内
依
存
度
が
相
当
に
高
ま
っ
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。

し
て
、



第一次大戦後の三菱財閥の金融

昭12

13 

14 

15 

16 

17 

18 

20/3 

第25表三菱銀行預金lζ占める三菱系企業

の比重（戦時体制l倒）

三菱社、分系会社 金融機関 言十

一般預金 特別預金 預 金 仏）

71,638 7,652 60,257 139,547 

84,848 10,245 60,333 155 426 

59,232 14,610 73,010 146,852 

119,155 18,856 72,572 210,583 

127,357 23 366 83)93 234,516 

333,264 28,727 82,837 444,828 

338468 36,240 ？ ？ 

158,409 73,520 ? ？ 

（単位千円〉

預三菱（B銀l金行
A/B 

(%) 

932,552 15.0 

1,149,416 13.5 

1,393,564 10.5 

1,725,726 12.2 

2,067,629 11.3 

2,774,109 16.0 

5,237,067 ? 

8,390,524 ？ 

［備考］ 賀l19表、第20表、第22表より計i;cのうえ作成。
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第26表三菱信託の金銭信託iζ占める三菱系企業
の比重（戦時体制期）

（単位千円）

分系会社 金融機関 金三菱銭信信託託 CID 

(Cl (D) % 

lfll 12 20,438 12,723 33,161 352,714 9.4 

13 23 720 13,186 36 906 ‘374,853 9.8 

14 26,663 14,229 40892 407,009 10.0 

15 34476 14 571 49 047 456,767 10.7 

16 42,764 17,742 60,506 504,693 12.0 

17 51,537 17 049 68,586 575 155 11.9 

18, 73 979 ？ ？ 644,781 ？ 

20/3 86,809 ？ ？ 826,900 ？ 

［備考］ 第19表、買120表、第22表および「三菱信託銀行四十年史4

より計算のうえ作成。



伺

借

入

等

戦
時
体
制
期
の
三
菱
財
聞
は
、
軍
需
生
産
の
渡
に
乗
っ
て
大
拡
張
を
と
げ
た
か
ら
、
資
金
需
要
も
大
規
模
化
し
、
借
入
等
も
尻
上
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り
に
急
増
し
て
い
っ
た
。

第
一
は
社
債
で
あ
る
。
財
閥
内
の
二
大
会
社
、
三
菱
鉱
業
、
三
菱
重
工
が
相
次
い
で
発
行
し
、
ま
た
財
閥
本
社
で
あ
る
三
菱
社
が

は
じ
め
て
発
行
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
（
第
幻
表
参
照
）
。

三
社
の
社
債
発
行
条
件
は
第
三
論
文
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
が
、
昭
和
一
二
年
六
月
の
三
菱
鉱
業
社
債
二
、

0
0
0万
円
は
三

菱
銀
行
、
三
菱
信
託
の
総
額
引
受
、
一
七
、
八
年
．a七
、
五

O
O万
円
担
保
附
社
債
発
行
は
三
菱
信
託
の
受
託
、
三
菱
銀
行
を
含
め

二
行
と
三
菱
信
託
を
含
む
玉
信
託
の
募
集
、
一
三
年
三
月
の
三
菱
重
工
業
社
債
三
、

0
0
0万
円
は
三
菱
銀
行
ほ
か
一
六
六
名
の

引
受
（
公
募
）
、
同
年
六
月
の
三
菱
社
物
上
担
保
附
社
債
三
、

0
0
0万
円
は
三
菱
信
託
の
受
託
、
三
菱
銀
行
、
三
菱
信
託
の
総
額

引
受
で
あ
っ
た
こ
と
を
再
確
認
し
て
お
こ
う
。
戦
間
期
の
社
債
発
行
が
三
菱
銀
行
引
受
｜
↓
分
散
の
方
法
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
す

一
三
年
の
三
菱
社
）
、
最
初
か
ら
銀
行
・
信
託
群
が
中

る
と
、
戦
時
体
制
期
で
は
三
菱
信
託
が
加
わ
っ
た
こ
と
（
一
二
年
の
鉱
業
、

心
と
な
っ
た
公
募
も
あ
っ
た
こ
と
（
一
三
年
の
重
工
、

ゃ
く
財
閥
外
か
ら
社
会
的
資
金
の
導
入
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

右
の
三
社
の
社
債
所
有
者
を
明
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
判
明
し
た
明
治
生
命
、
東
京
海
上
所
有
額
を
掲
げ
る
と
第
幻
表
の
ご
と
く

で
あ
る
。
明
治
生
命
一
社
だ
け
で
も
小
額
と
は
い
え
ず
、
他
の
三
菱
系
金
融
機
関
が
所
有
し
て
い
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
り
う
る
。

第
二
は
借
入
金
で
あ
る
（
第
お
表
）
。
「
借
入
金
」
の
科
目
に
こ
だ
わ
る
と
、
す
で
に
資
金
需
要
の
強
い
は
ず
の
昭
和
一
二
、
三
年
の

残
高
が
予
想
に
反
し
て
す
く
な
く
、
一
四
年
以
降
急
増
し
て
い
く
姿
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
後
掲
の
支
払
手
形
の
動
き
を
考
慮
す

る
と
か
な
ら
ず
し
も
激
変
と
は
い
い
が
た
い
。
す
な
わ
ち
、
三
菱
化
成
は
分
系
会
社
に
指
定
さ
れ
た
機
会
（
昭
和
一
五
年
）
に
そ
れ

一
七
、
八
年
の
鉱
業
）
は
新
し
い
行
き
方
で
あ
る
。
社
債
に
お
い
て
も
よ
う



第一次大戦後の三菱閥財の金融

第幻表 三菱社、分系会社の社債
（単位千円〉

三重E貫 工償 三菱鉱業倒 ニ 愛 社 債

明治生命 東京海上 明治生命 東京海よ 明治生命 東京海上

昭 12.12 20,000 
13.12 30,000 1.800 20,000 1,000 30,000 5,000 
14.12' 30.000 1,800 20.仮泊 I.αm 30,000 
15.12 28,500 2,657 20,000 975' 幻，000 4,500 
16.12 25,500 2,323 19，αJO 1,875 24,000 4,000 
17.12 22,500 2.092 73,000 5,281 21,000 3,500 
18. 19,500 1,871 92,000 8,229 21,000 3,000 
19. 16,500 1,432 90.700 7,678 18,000 2,500 
20. ],223 7,678 2,000 

［備考J1. 社債売行残高は、各社の営業報告白。2 明治生命、東京海上所有分I品、ずれも事業報告書ICよoo
先行残高と対比するため、的縮舗であ勺て般簿価格ではない．

第 28表三菱社、分系会社の借入等（その 1)
〈単位千円）

( I ) 俗 入 金

重工 鋼材 化成 石油 商事 倉庫 地 所 三菱社 小 計
一ー 一一 一一一一 一一

間12 3,730 1129 1,234 6.093 

13 10,090 2,950 1,035 14.075 

14 81,800 12.480 2,950 822 98,052 

15 71,500 28,506 9,890 594 110,490 

16 66,200 11,131 38,725 3,100 350 119,506 

17 31,924 14,611 72,261 2,843 3,700 ‘ 600 89 126,028 

18 17,490 18,255 85,985 7,764 2,400 45 131,939 

19 735,465 29,000 244,363 26,653 57,742 4,906 3,250 1,101,379 

［備考］ 第19表と向車章。第29表、第30：表も同織。
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ま
で
の
支
手
扱
を
借
入
扱
に
変
更
し
た
と
想
像
さ
れ
、

三
菱
重
工
は
支
手
に
よ
る
多
額
な
資
金
調
達
を
借
入
に
切
替
え
て
い
く
過
程
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に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
借
入
金
依
存
の
中
心
は
重
工
、
化
成
で
あ
り
、
一
九
年
に
異
常
と
も
い
え
る
激
増
を
み
せ

一
九
年
四
月
日
本
化
成
と
旭
硝
子
の
合
併
に
よ
り
、
従
来
の
化
成
の
計
数
に
旭
硝
子
分
が
上
乗
せ

て
い
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、

さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
後
述
の
軍
需
会
社
指
定
に
と
も
な
う
集
中
融
資
に
関
連
す
る
と
恩
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
一
九
年
を
別
と
す
れ
ば
、
個
別
企
業
ご
と
に
差
異
は
あ
る
が
、
財
閥
全
体
と
し
て
借
入
金
が
最
大
の
資
金
調
達
毛

段
と
は
い
え
ず
、
支
払
手
形
、
当
座
借
越
な
ど
と
併
考
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

第
三
は
支
払
手
形
で
あ
る
（
第
羽
表
）
。
三
菱
電
機
、
三
菱
鉱
業
、
三
菱
社
は
「
借
入
金
」
で
な
く
「
支
払
手
形
」
に
主
に
依
存
し
て
お

り
、
そ
の
内
実
は
借
入
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
ま
た
、
三
菱
商
事
の
支
手
残
高
は
終
始
抜
群
に
大
き
い
。
一
九
年
に
至
る
ま

で
「
支
払
手
形
」
に
よ
る
調
達
方
法
が
、
財
閥
全
体
で
最
大
の
地
位
を
占
め
て
お
り
、
戦
間
期
の
考
察
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
そ
の

内
容
が
十
分
吟
味
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
支
払
手
形
に
お
い
て
も
一
九
年
は
電
機
、
商
事
、
三
菱
社
の
残
高
が
異
常
に
膨
張
し
た
。

第
四
は
そ
の
他
の
手
段
で
あ
る
。
第
初
表
に
み
る
ご
と
く
当
座
借
越
、
為
替
前
借
は
商
事
の
み
、
割
引
手
形
で
も
商
事
が
ほ
と
ん

ど
を
占
め
、
他
社
は
と
る
に
足
り
な
い
。
商
事
は
戦
時
体
制
下
に
お
い
て
も
、
各
種
の
金
融
手
段
を
使
い
分
け
て
、
巨
額
の
資
金
を

調
達
し
た
。
昭
和
一
四
年
以
外
は
、
商
事
こ
そ
財
閥
内
で
最
大
の
資
金
利
用
者
だ
っ
た
と
い
え
ま
う
。

以
上
の
借
入
等
は
ど
こ
か
ら
調
達
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
戦
時
体
制
期
に
は
も
は
や
財
閥
本
社
に
よ
る
分
系
会
社
へ
の
貸
付
は

な
い
。
と
す
れ
ば
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
等
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
稿
の
課
題
で
あ
る
三
菱
系
金
融
機
関
へ
の
依
存
度
は
ど
う
み
る

べ
き
か
。
戦
間
期
と
同
様
に
、
こ
こ
で
も
三
菱
系
以
外
の
金
融
機
関
依
存
を
知
り
う
る
限
り
排
除
し
て
、
残
り
を
三
菱
系
へ
の
依
存

と
推
定
す
る
こ
と
と
す
る
。

戦
間
期
で
は
、
た
ま
た
ま
他
財
閥
系
信
託
依
存
の
事
例
と
し
て
住
友
信
託
が
あ
っ
た
が
、
同
社
が
戦
時
体
制
期
に
も
続
い
て
い
た



第一次大戦後の三菱財閥の金融

表29表三菱社、分系会社の借入等〈その 2)
（単位千円）

(2) 文 11、 手 形

重 工 Q! 機 鋼材 化成 鉱業 石油 商事 三菱社 小宮f

｜沼12 22,100 16,000 3,053 195,072 5,500 241,725 

13 71,000 22,281 l 4;284 517 138,513 12,000 258,595 

14 81,000 2,210 27,832 34,333 172,246 14,000 331,621 

15 10,000 18,909 54,046 2,300 274,148 28,000 387,403 

16 45,463 19,179 2,600 120,440 155,925 35,400 379,007 

17 3,000 27,450 5,350 78,566 104194 48,200 266,760 

18 74,976 13,700 100,898 162 562 88,200 440,336 

19 151,329 19,800 108,382 381,332 132.850 793,693 

第30表・三菱社、分系会社の借入等〈その 3)

（単位汗円）

(3）借当座越 ｛剖前為借替 (5} 害事l ヲ｜ 手 芳3

商事 商事 化成 鉱業 石油 商事 小 iii・

fli'312 2,518 2,104 118 73 2,549 15 556 18,296 

13 4,976 2,517 287 17 2,758 15,753 18,815 

14 8,180 5,987 104 297 2,324 10,883 13,608 

15 16 701 13,752 106 880 17,138 18.124 

16 82,398 21,382 13 148 19,130 19 291 

17 139,832 23,235 58 5,619 5 677 

18 144,122 31,569 48,730 48,730 

19 352,926 23,216 72,969 72,969 
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か
否
か
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
。
こ
こ
で
は
興
銀
の
事
例
と
一
般
論
で
説
明
す
る
こ
と
に
な
る
。

第
一
は
、
興
銀
と
三
菱
財
閥
と
の
融
資
関
係
で
あ
る
。

に
対
す
る
融
資
承
諾
額
が
明
ら
か
に
な
る
。

『
日
本
興
業
銀
行
五
十
年
史
』
に
よ
れ
ば
、
戦
時
体
制
期
の
三
菱
系
企
業

120 

昭
和
＝
ニ
年
中

，， 

一四
H

三
菱
重
工
業

ニ
O
、
0
0
0千
円

一0
0、
0
0
0

昭
和
二
ハ
年
中

一七

日三三

本菱霊

化鉱主
成業業

ニ
O
、
0
0
0千
円

三
菱
鉱
業

，， 

五
四
、
七
五
O

，， 

五
H

，， 

日
本
化
成

三
菱
重
工
業

二エ、

0
0
0

ニ
O
、
0
0
0

，， 

，， 

，， 

三、

O
四
O

，， ・
右
の
ほ
か
昭
和
一
三
年
五
月
、
三
菱
鉱
業
へ
四
、

0
0
0万
円
の
貸
出
が
あ
る
が
、
日
本
産
金
振
興
会
社
設
立
ま
で
短
期
間
の
つ

な
ぎ
資
金
で
あ
り
、
分
系
会
社
で
は
な
い
が
日
本
光
学
工
業
へ
の
融
資
承
諾
も
あ
っ
た
。
右
の
事
例
は
融
資
承
諾
額
で
あ
っ
て
、
そ

の
通
り
に
実
行
さ
れ
た
か
、
ま
た
、
期
間
そ
の
他
の
条
件
が
ど
う
か
知
り
え
な
い
が
、
重
工
、
鉱
業
、
化
成
の
三
社
に
、
た
と
え
ど

ん
な
条
件
で
あ
れ
、
興
銀
資
金
が
注
が
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
興
銀
は
「
特
に
昭
和
一
四
年
以
降
の
共
同
融
資
の
盛
行
に

伴
い
、
旧
財
閥
系
諸
有
力
会
社
と
の
交
渉
が
急
速
度
に
高
ま
っ
た
事
実
は
：
：
：
旧
財
閥
の
資
金
調
達
方
法
の
変
貌
を
裏
書
す
る
」
と

し
、
共
同
融
資
の
中
心
に
位
置
し
て
積
極
的
で
あ
っ
た
か
ら
、
「
比
較
的
少
額
の
資
金
を
以
て
多
数
の
一
流
大
会
社
（
特
に
旧
財
閥

等
）
に
接
触
す
る
こ
と
と
な
っ
た
」
と
い
う
。
た
し
か
に
昭
和
二
ハ
年
に
成
立
し
た
時
局
共
同
融
資
団
は
、
一
一
行
玉
信
託
で
構
成

さ
れ
、
「
巨
額
の
資
金
蒐
集
、
危
険
分
散
、
自
由
競
争
に
よ
る
回
収
上
の
弊
害
防
止
等
の
直
接
的
利
点
の
外
、
資
金
の
綜
合
的
計
画

化
、
効
率
的
使
用
等
多
く
の
賞
揚
さ
る
べ
き
効
用
を
持
っ
て
い
た
」
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
評
価
は
と
も
か
く
、
共
同
融
資
の
風
潮
の

中
で
興
銀
が
三
菱
系
企
業
に
入
っ
て
き
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
金
額
は
残
高
ベ
l
ス
で
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
借
入
企
業
に

・と
っ
て
は
大
き
な
比
重
を
占
め
た
と
想
像
さ
れ
る
。
や
や
具
体
的
に
み
よ
う
。
興
銀
は
三
菱
系
企
業
の
取
引
残
高
と
し
て
次
の
数
字



を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

昭
和
一
一
一
一
年
末

二
社

二
四
百
万
円
〈
う
ち
鉱
業
二
O
と
推
定
）

，， 

ニ
ハ
年
末

（
う
ち
重
工
六
O
、
化
成
一
二
）

四

，， 

0 八
年年
八，九
月月
一末
五
日

一一

w

一一一
n

一
一
四

二
四
九

（
う
ち
重
工
一

O
Oと
推
定
）

，， 
前
述
融
資
承
認
額
を
累
積
す
る
と
、
右
の
残
高
と
か
け
離
れ
る
の
で
、
分
割
貸
出
、
短
期
回
収
、
借
替
な
ど
の
要
素
が
想
像
さ

れ
、
こ
こ
で
の
検
討
で
は
残
高
同
士
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

三
菱
鉱
業
に
対
す
る
こ
、

0
0
0万
円
は
、
第
却
表
の
鉱
業
支
手
残
て
四
二
八
万
円
（
一
三
年
九
月
末
）
に
は
含
ま
れ
ず
、
一

四
三
三
万
円
に
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
、
同
社
に
と
っ
て
は
大
き
な
比
重
で
あ
る
。
一
七
年
中
の
玉
、
四
七
五
万
円

四
年
の
一
ニ
、

第一次大戦後の三菱財閥の金融

の
融
資
承
諾
が
そ
の
ま
ま
実
行
さ
れ
る
と
、
一
八
年
一
億
八
万
円
に
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

三
菱
重
工
に
対
す
る
貸
出
残
が
二
ハ
年
末
で
六
、

0
0
0万
円
と
い
う
こ
と
は
、
二
ハ
年
末
の
重
工
借
入
金
六
、
六
ニ

O
万
円
に
含

ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
強
く
、
一
四
年
に
一
億
円
の
融
資
承
諾
を
え
た
分
が
、
第
お
表
の
重
工
借
入
金
（

一
四
年
八
、
一
八

O
万
円

以
降
）
に
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
ま
い
か
。
前
掲
の
三
菱
系
へ
の
貸
出
額
が
二
ハ
年
一
四
一
百
万
円
か
ら
一
八
年
九
月
一
一
四
百

万
円
へ
縮
少
す
る
の
は
、
重
工
が
前
受
金
の
巨
額
な
受
取
で
う
る
お
い
、
興
銀
借
入
を
返
済
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
（
重
工
の
借
入
、

支
手
は
ピ
l
ク
の
一
四
年
末
一
億
六
、
二
八

O
万
円
も
あ
っ
た
が
一
八
年
末
に
は
借
入
の
み
一
、
七
四
九
万
円
へ
激
減
し
て
い
る
）
。

一
玉
、
二
ハ
年
に
二
、

0
0
0万
円
づ
っ
の
融
資
承
諾
は
、
実
行
さ
れ
た
と
す
れ
ば
第
却
表
の
重
工
支
手
残
高
に
含
ま
れ
、
短
期
間

で
返
済
し
た
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
敗
戦
時
に
興
銀
は
三
菱
重
工
分
と
し
て
三
菱
銀
行
に
一
億
円
の
貸
出
残
高
を
有
し
て
い
…
出
。

三
菱
化
成
に
対
す
る
一
四
年
の
一
、
三

O
O万
円
の
融
資
承
諾
が
実
行
さ
れ
、
二
ハ
年
末
に
は
一
、
ニ

O
O万
円
が
残
高
と
な
っ
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一
七
年
七
、

八
五
六
万
円
、



て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
同
社
の
一
七
年
一
月
末
の
借
入
三
、
八
七
二
万
円
に
含
ま
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
、
約
三
分
の
一
が
興
銀
依

存
と
考
え
ら
れ
る
。
同
社
の
借
入
は
一
七
年
以
降
激
増
し
て
い
く
の
で
、
興
銀
依
存
は
急
速
に
低
下
し
た
で
あ
ろ
う
。
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第
二
は
、
戦
時
金
融
金
庫
と
三
菱
財
閥
と
の
関
係
で
あ
る
。
浜
淵
論
文
に
よ
れ
ば
、
昭
和
ニ

O
年
敗
戦
ご
ろ
戦
金
が
三
菱
財
閥
企
業

に
巨
額
の
貸
出
残
が
あ
っ
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
重
工
三
億
五
、

0
0
0万
円
、
化
成
玉
、
八
三
八
万
円
、
商
事
四
、
六
八

O
万

円
、
石
油
二
八
三
万
円
、
電
機
二
一
四
万
円
、
計
四
億
六
、

O
一
五
万
円
。
同
金
庫
の
設
立
は
一
七
年
四
月
で
、
融
資
残
高
が
一
八
年

約
三
億
円
、
一
九
年
一

O
億
円
、
ニ

O
年
二
九
億
円
（
い
ず
れ
も
三
月
末
）
と
増
大
仁
犯
の
で
、
三
菱
系
企
業
へ
の
貸
出
も
一
九
、

ニ
O
年
に
急
増
し
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
第
路
表
の
重
工
、
．化

成
、
石
油
、
商
事
の
借
入
金
、
第
羽
表
の
電
機
の
支
手
（
い

ず
れ
も
昭
和
一
九
年
ν

か
ら
戦
金
分
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
残
高
を
明
示
す
る
に
い
た
ら
な
い
。

第
三
は
、
指
定
金
融
機
関
制
度
と
の
関
連
で
あ
る
。
三
菱
財
閥
で
は
昭
和
一
九
年
一
月
一
七
日
、
三
菱
重
工
業
、
日
本
化
成
工
業
、

三
菱
石
油
、
三
菱
製
鋼
、
三
菱
電
機
の
五
社
が
軍
需
会
社
に
指
定
さ
れ
た
（
第
一
次
指
定
〉
。
次
い
で
三
菱
鉱
業
も
四
月
二
五
日
に

指
定
さ
れ
〈
第
二
次
指
定
）
、
旭
硝
子
、
日
本
光
学
工
業
、
日
本
建
鉄
工
業
、
一
ニ
菱
工
作
機
誠
、
日
本
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
三
菱
化
工

機
、
三
菱
軽
合
金
工
業
な
ど
関
係
会
社
も
続
々
と
指
定
さ
れ
、
合
計
一
二
社
に
お
よ
ル
ポ
。
指
定
金
融
機
関
制
度
は
「
軍
需
会
社
と
金

融
機
関
と
を
個
別
に
且
つ
癒
着
に
も
等
し
い
形
で
結
合
さ
せ
、
前
者
の
資
金
需
要
に
対
し
国
家
信
用
を
背
景
と
し
て
い
わ
ば
無
制
限

に
こ
れ
を
注
入
仁
川
～
」
も
の
と
説
明
さ
れ
、
従
来
の
共
同
融
資
に
お
き
か
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
三
菱
財
閥
で
は
、
第
一
次
指
定
軍

需
会
社
分
と
し
て
三
菱
銀
行
が
指
定
機
関
と
な
っ
た
も
の
二
三
社
（
甲
種
）
、
そ
の
う
ち
三
菱
分
系
会
社
五
社
、
関
係
会
社
四
社
（
日
本

光
学
、
日
本
建
鉄
、
日
本
ア
ル
ミ
、
工
作
機
械
）
で
あ
っ
た
。
分
系
会
社
に
限
定
す
る
と
次
の
内
容
と
な
っ
て
い
…
日
。

指
定
犠
関

融
資
担
当
の
種
別

融
資
分
担
比
率

三
菱
重
工
業

菱

一
般
資
金

協
力
団
結
成
せ
ず



三
菱
製
鋼

菱

一
切
の
資
金

同
右

三
菱
電
機

菱

一
切
の
資
金

同
右

三
菱
化
成

三
菱
五
O
、
三
菱
信
託
ニ
O
、
住
友
一

O
、
三
和
一

O
、
百
十
一

O

三
菱
六
O
、
三
菱
信
託
四
O

三
菱
、
興
銀

一
般
資
金

三
菱
石
油

菱

一
切
の
資
金

（
注
）
興
銀
は
命
令
融
資
を
担
当
。

第一次大戦後の三菱財閥の金融

右
の
よ
う
に
三
菱
銀
行
が
、
単
独
（
重
工
、
製
鋼
、
電
機
）
あ
る
い
は
分
担
（
化
成
、
石
油
）
を
問
わ
ず
、
同
行
名
義
で
貸
出
す

こ
と
に
な
る
か
ら
、
一
九
年
以
降
分
系
会
社
と
く
に
軍
需
会
社
の
同
行
依
存
は
激
増
す
る
こ
と
に
な
る
。
お
そ
ら
く
戦
金
の
ご
と
き

特
殊
な
借
入
以
外
は
、
三
菱
銀
行
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
敗
戦
後
の
ニ

O
年
末
、
三
菱
銀
行
の
軍
需
融
資
残
高
は
、

重
工
一
五
億
八
、
八
六
五
万
円
、
電
機
四
億
五
、
五
三
六
万
円
、
化
成
二
億
七
、
七
七
六
万
円
と
記
録
さ
れ
て
い
一
切
。
戦
争
末
期
に

同
行
の
財
閥
内
企
業
貸
出
も
大
膨
張
し
た
こ
と
が
窺
え
る
が
、
正
確
な
姿
を
描
き
だ
す
に
は
い
た
ら
な
い
。

以
上
の
考
察
結
果
を
踏
ま
え
、
戦
時
体
制
期
の
本
社
、
分
系
会
社
の
借
入
等
が
、
三
菱
系
金
融
機
関
の
総
与
信
に
占
め
る
比
重
を

試
算
し
て
み
よ
う
。

第
一
に
、
借
入
金
・
支
手
・
為
替
前
借
な
ど
長
短
借
入
と
推
測
さ
れ
る
分
の
比
重
で
あ
る
。
そ
の
比
重
（
A
／

B
）
は
、
戦
間
期

よ
り
高
く
三
割
、
四
割
台
、
時
に
は
五
割
近
く
（
一
四
年
）
に
さ
え
な
っ
て
い
る
。
一
七
、
一
八
年
は
、
三
菱
系
金
融
機
関
の
貸
付

規
模
が
急
拡
大
し
た
た
め
、
い
っ
た
ん
二
割
台
ま
で
下
が
る
が
、
軍
需
融
資
に
つ
き
指
定
金
融
機
関
制
度
発
足
の
一
九
年
に
は
ふ
た

た
び
四
割
台
へ
戻
っ
て
い
る
。

第
二
に
、
当
座
借
越
は
二
ハ
年
以
降
急
増
し
、
こ
こ
で
も
商
事
が
原
因
で
あ
る
。
も
し
商
事
が
三
菱
銀
行
だ
け
に
依
存
と
考
え
る
と
、

一
六
三
七
年
に

C
／
D
が
一

O
O
%を
こ
え
、
決
算
期
の
差
異
を
前
提
に
し
て
も
他
行
取
引
の
可
能
性
が
強
く
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
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る三菱系企業の比重 （戦時体制期）

l!lll号｜ 三 菱 A+C 三菱系 三菱銀
CID 手形 銀行 E/F +E= 金融 G/H 行のみ GI] 

(El (Fl G 機関側 J 

6.0 18,296 48,073 38.l 270,736 767,359 35.3 530,792 51.0 
16.5 18,815 47,261 39.8 298,978 878,601 34.0 628,050 47.6 

22.7 13.608 53,081 25.6 457,448 976,809 46.8 706,233 64.8 
32.2 18,124 60,306 30.l 546,470 1,250,192 43.7 935,789 58.4 
104.8 19,291 104,914 18.4 631,584 1,465,043 43.l 1,147,888 55.0 

128.8 5,677 36,860 15.4 561,532 1,649,412 34.0 1,308,753 42.9 

45.2 48,730 92,301 52.8 796,696 3,159,076 25.2 2,795,796 28.5 

89.9 72,969 115,987 62.9 2,344,183 4.邸3,382 48.0 4,383,463 53.5 

（単位千円、必）

第
三
に
、
割
引
手
形
も
そ
の
大
部
分
は
商
事
で
あ
り
、
三
菱
銀
行
だ
け
に
依
存

と
考
え
て
も
お
か
し
く
は
な
い
（
E
／

F
が
一
O
O
%
未
満
）
。
ま
た
、
三
菱
銀

行
の
残
高
自
体
も
か
な
り
変
動
が
は
げ
し
く
、
分
系
会
社
以
外
の
手
形
割
引
が

大
幅
に
増
減
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
戦
時
体
制
期
の
資

金
調
達
手
段
と
し
て
の
割
引
手
形
の
意
義
は
小
さ
く
、
重
大
視
す
る
こ
と
も
あ
る
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ま
い
。結

局
、
借
入
等
の
総
計
（
G
〉
を
三
菱
系
金
融
機
関
の
総
与
信
（
H
〉
の
中
で
み
る

と
、
一
二
、

四
割
台
で
あ
り
、
戦
間
期
よ
り
依
存
度
は
高
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
も

一
八
年
に
前
受
金
で
余
裕
の
で
た
重
工
の
借
入
滅
少
の
た
め
、

一
九
年
の
借
入
激
増
で
依
存
度
が
高
水
準
に

っ
と
も
一
七
、

右
の
依
存
度
は
低
下
し
か
け
た
が
、

も
ど
っ
て
い
る
。
仮
り
に
三
菱
銀
行
だ
け
で
借
入
等
の
総
計
（
G
）
を
負
担
し
た
と

す
る
と
、

G
／
J
に
み
る
通
り
五
割
台
も
珍
し
く
な
く
、
六
割
さ
え
こ
え
る
年
も

い
く
ら
上
限
と
は
い
え
あ
ま
り
に
も
こ
の
依
存
度
は
高
い
。

あ
る
。

「
事
変
前
に
於
い

と
こ
ろ
で
当
の
『
三
菱
銀
行
史
』
は
ど
う
述
べ
て
い
る
か
。

て
は
総
貸
出
金
額
の
夫
々
一
%
に
も
達
し
な
か
っ
た
三
菱
重
工
業
、
・
三
菱
鉱
業
、

旭
硝
子
、
日
本
化
成
工
業
、
三
菱
鋼
材
、
日
本
軽
金
属
、
三
菱
電
機
等
へ
の
貸
出

が
十
六
年
末
に
は
夫
々
大
口
融
資
の
中
枢
を
占
め
る
に
至
り
、
一
方
、
三
菱
商

事
、
三
菱
地
所
、
三
菱
製
鋼
、
三
菱
倉
庫
、
鐘
淵
紡
績
等
へ
の
融
資
は
停
滞
或
い



第一次大戦後の三菱財閥の金融

三菱系金融機倒の貸出tζ 占め

借入金 支手 為替前借 小計仏） 三機金関菱（融系Bl A/8 借当越~ ニ銀（D)主行主

昭12 6,093 241,725 2,104 249.922 677 129 36.9 2,518 42157 

13 14,075 258,595 2.517 275,187 801.234 34.8 4,976 30.106 

14 98,052 331,621 5,987 435,660 887,759 49.l 8.180 35,969 

15 110,490 387,403 13,752 511,645 1,138,066 句 45.0 16,701 51,820 

16 119,506 379,007 31,382 529.895 1,281,526 41.3 82,398 78,603 

17 126,028 266,760 23,235 416,023 1,503,972 2.7.7 139,832 108,580 

18 131,939 440,336 31,569 603.844 2,748.118 22.0 144,122 318,657 

19 1.101,379 793,693 23,216 1,918,288 4,374,748 ‘43.8 352,926 392,647 

9月末 12月末

第31表

（
日
）

は
縮
少
を
示
し
た
」

右
の
抽
象
的
な
説
明
で
は
問
題
は
解
決
し
な
い
。
商
事
へ
の
融
資
が
「
停
滞
或
い

は
縮
少
」
と
い
う
の
は
、
三
菱
銀
行
の
そ
れ
を
指
す
の
か
。
事
実
は
商
事
の
資
金

調
達
は
「
停
滞
」
ど
こ
ろ
か
大
膨
張
し
て
お
り
、
同
行
が
出
さ
な
い
の
な
ら
、
他

行
が
大
々
的
に
融
資
し
た
こ
と
に
な
る
。
別
言
す
れ
ば
、
右
の
引
用
内
容
は
不
十

分
、
不
正
確
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
同
行
史
が
別
な
箇
所
で
、
「
政
府
の
軍
需

支
払
が
順
調
で
・
・
・
・
・
・
三
菱
重
工
業
に
対
す
る
貸
出
は
十
七
年
末
に
は
百
万
円
以
下

に
激
蹴
〕
と
い
う
が
、
そ
の
時
点
で
重
工
は
借
入
金
三
、
一
九
二
万
円
、
支
手
三

O
O万
円
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
右
の
「
百
万
円
以
下
に
激
減
」
が
三
菱
銀
行
分

を
指
す
と
す
れ
ば
、
他
行
分
（
こ
の
時
点
で
は
興
銀
と
思
わ
れ
る
）
が
比
重
と
し

て
き
わ
め
て
大
き
い
こ
と
に
な
る
。
残
念
な
が
ら
事
態
は
不
明
確
な
ま
ま
に
と
ど

ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

実
は
、
第
訂
表
で
試
算
し
た
比
重
に
は
、

た
し
か
に
多
少
の
過
大
評
価
が
含
ま

第18表と同級。

れ
て
い
る
こ
と
を
ふ
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
前
述
の
よ
う
に
断

片
的
に
判
明
し
た
興
銀
か
ら
分
系
会
社
が
借
入
れ
た
分
が
、
第
泊
表
で
は
未
分
離

の
ま
ま
だ
か
ら
で
あ
る
。
昭
和
一
二
年
の
鉱
業
一
一
、

0
0
0万
円
興
銀
借
入
を
控

除
す
る
と
、

A
／
B
は
三
六
・
九
%
か
ら
三
四
%
に
、

G
／
H
は
三
五
・
三
%
か
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［備考］

ら
三
二
・
七
%
へ
低
下
す
る
。

二
ハ
年
の
重
工
六
、

0
0
0万
円
、
化
成
一
、



0
0万
円
借
入
を
控
除
す
る
と
、

A
／
B
は
四
一
・
三
%
か
ら
三
五
・
七
%
へ
、

G
／
H
は
四
三
・
一
%
か
ら
三
八
・
二
%
へ
低
下

す
る
。
他
の
年
も
判
明
す
れ
ば
、
こ
の
程
度
の
修
正
が
必
要
と
な
ろ
う
が
、
興
銀
に
よ
る
修
正
だ
け
な
ら
ば
、
右
の
行
論
の
大
勢
に

は
影
響
し
な
い
。
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注（
1
）
『
日
本
興
業
銀
行
五
十
年
史
』
四
六
三
頁
。

（
2
〉
同
右
、
四
五
九
頁
。

（3
）
同
右
、
四
五
八
頁
。

〈

4
）
同
右
、
五
九
六
頁
。

（5
）
浜
測
久
志
「
太
平
洋
戦
争
期
に
お
け
る
一
一
一
菱
財
閥
の
再
編
過
程
同
」
『
経
済
学
研
究
』
三
一
一
巻
四
号
、
昭
和
五
八
年
三
月
、
一
七
一
頁
。

な
お
、
「
表
間
三
菱
財
閥
直
系
会
社
借
入
金
明
細
（
一
部
）
」
に
、
三
菱
銀
行
、
戦
金
と
並
べ
て
奥
銀
（
三
菱
重
工
へ
一
億
円
）
が
掲
げ
て
あ
る

が
、
興
銀
分
は
三
菱
銀
行
一
五
・
八
億
円
に
含
ま
れ
て
い
る
内
数
で
あ
る
か
ら
、
誤
り
と
い
え
よ
う
。

（
6
）
『
日
本
興
業
銀
行
五
十
年
史
』
五
一
九
頁
。

（
7
）
『
三
菱
社
誌
』
泊
、
昭
和
一
九
年
一
月
一
七
日
「
重
工
業
会
社
共
他
軍
需
会
社
ニ
指
定
」
二
、
ニ
ニ
七
l
八
頁
。

（8
）
『
日
本
興
業
銀
行
五
十
年
史
』
五
二
四
頁
。

（
9
）
『
日
本
金
融
史
資
料
昭
和
編
』
三
四
巻
、
「
指
定
金
融
緩
関
ノ
軍
需
融
資
協
力
団
結
成
要
項
一
覧
」
四
一
－
一
｜
三
頁
。

（
叩
）
問
、
二
七
巻
、
「
満
州
事
変
以
後
の
財
政
金
融
史
」
一
一
一
七
五
頁
。

〈

U
）
『
三
菱
銀
行
史
』
二
七
九
｜
八
O
貰。

（
ロ
）
同
右
、
二
八
八
頁
。



五、

む

す

び

三
菱
財
閥
企
業
と
金
融
機
関
と
の
関
係
は
、
す
で
に
第
二
、
第
三
論
文
の
収
支
構
造
分
析
の
中
で
、
預
金
等
、
借
入
等
の
動
き
、

お
よ
び
残
高
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
三
菱
系
金
融
機
関
に
限
定
し
た
考
察
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
本
稿
は
、
特
に
三
菱
系

金
融
機
関
に
問
題
を
深
め
た
こ
と
に
意
義
が
あ
り
、
他
の
財
閥
に
お
い
て
か
か
る
問
題
意
識
に
も
と
づ
く
立
入
っ
た
研
究
な
い
し
試

算
は
寡
開
に
し
て
知
ら
な
い
。
右
の
試
算
が
た
と
え
不
十
分
で
あ
っ
て
も
、
財
閥
史
研
究
の
未
開
拓
な
部
分
に
関
す
る
布
石
に
な
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

さ
て
、
右
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
三
菱
財
閥
の
場
合
、
戦
間
期
と
戦
時
体
制
期
で
は
様
相
を
異
に
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
戦

間
期
に
つ
い
て
の
結
論
と
問
題
点
は
次
の
通
り
。

第
一
に
預
金
等
に
関
し
て
。
三
菱
銀
行
に
対
す
る
財
閥
内
か
ら
の
預
金
は
、
大
正
八

t
一
三
年
に
同
行
預
金
総
額
の
一
五

t
六

%

第一次大戦後の三菱財閥の金融

に
達
し
て
い
た
が
（
三
菱
合
資
の
増
資
に
よ
る
滞
溜
）
、
大
正
一
四
年
以
降
低
下
し
、
世
界
恐
慌
下
に
は
傘
下
企
業
の
不
況
の
た
め

か
一
O
%
を
割
っ
て
い
る
。
準
戦
時
体
制
に
入
っ
て
か
ら
よ
う
や
く
一
O
%
を
こ
え
、
昭
和
一
二
年
に
二
二
%
へ
回
復
す
る
。
同
行

の
預
金
は
増
加
傾
向
を
辿
っ
て
い
る
の
で
、
右
の
比
重
の
変
化
は
、
主
と
し
て
財
閥
企
業
側
の
は
げ
し
い
預
金
増
減
に
よ
っ
て
生
じ

た
と
い
え
る
。
ま
た
、
信
託
、
生
保
、
損
保
な
ど
財
閥
内
金
融
機
関
に
よ
る
預
金
が
、
合
資
・
分
系
会
社
に
よ
る
預
金
よ
り
大
き
い

こ
と
が
注
目
さ
れ
る
（
大
正
末
期
以
降
）
。

三
菱
信
託
に
対
す
る
財
閥
内
か
ら
の
金
銭
信
託
は
、
同
社
の
金
銭
信
託
総
額
の
五

t
六
%
見
当
で
、
き
わ
め
て
安
定
的
に
増
大
を

続
け
、
昭
和
一
一
年
に
は
八
%
に
達
し
て
い
る
。
合
資
e

分
系
会
社
は
、
退
職
手
当
基
金
に
代
表
さ
れ
る
非
営
業
的
な
積
立
を
長

期
・
高
利
の
金
銭
信
託
に
運
用
し
て
い
る
。
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右
の
比
重
は
、

一
部
未
確
認
の
分
ま
で
三
菱
銀
行
と
推
定
し
て
い
る
の
で
、
銀
行
の
場
合
は
財
閥
内
預
金
へ
の
依
存
度
は
上
限

12~ 

値
、
逆
に
信
託
の
場
合
は
下
限
値
と
考
え
て
よ
い
。
大
雑
把
に
い
え
ば
、
合
資
・
分
系
会
社
は
同
系
の
銀
行
、
信
託
へ
預
託
し
、
三

菱
系
金
融
機
関
は
営
業
上
の
必
要
か
ら
か
非
三
菱
系
に
分
散
し
て
い
る
と
み
て
大
過
な
い
。

第
二
に
借
入
等
に
関
し
て
。
三
菱
系
金
融
機
関
の
総
与
信
（
貸
出
）
に
対
す
る
合
資
・
分
系
会
社
の
借
入
等
の
比
重
は
、
大
正
期
で

二
三
t
三
七
%
、
昭
和
三
t
七
年
二
ニ

2
一
八
%
、
八
年
以
降
二
一

2
二
五
%
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
生
保
、
損
保
計
四
社
が
財

閥
内
企
業
へ
貸
出
し
て
い
る
公
算
は
乏
し
く
、
仮
り
に
右
の
借
入
等
が
全
部
三
菱
銀
行
に
負
担
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
三
菱
銀
行

へ
の
依
存
度
は
そ
れ
ぞ
れ
三
O
J
四
五
%
、
ニ
O
t
一
ニ
O
%
、
三
六
t
四
一
%
と
計
算
さ
れ
る
。
こ
の
比
重
は
、
筆
者
の
想
像
を
は

一
つ
は
、
三
菱
系
企
業
で
あ
り
な
が
ら
他
財
閥
系
金
融

る
か
に
越
え
る
高
率
で
あ
る
が
、
二
つ
の
重
要
な
問
題
を
内
包
し
て
い
る
。

機
関
か
ら
借
入
等
の
事
実
が
あ
る
こ
と
｜
｜
右
の
試
算
で
は
判
明
し
た
限
り
除
外
ず
み
｜
｜
、
す
な
わ
ち
未
知
の
同
様
事
例
が
あ
り

は
し
な
い
か
、

ニ
つ
は
、
支
払
手
形
が
事
実
上
借
入
で
あ
る
こ
と
が
多
い
の
で
「
借
入
等
」
に
算
入
し
た
が
、
取
引
先
に
対
す
る
営

業
上
の
支
払
手
形
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
と
く
に
三
菱
商
事
の
場
合
、
右
の
二
点
の
た
め
に
高
率
に
な
っ
て
い
る
と
す

れ
ば
、
今
後
、
な
ん
ら
か
の
方
法
で
解
明
を
要
し
よ
う
。
し
た
が
っ
て
右
に
示
し
た
比
重
は
、
明
ら
か
に
上
限
値
で
あ
り
、
事
実
は

若
干
下
回
っ
た
水
準
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
戦
時
体
制
期
に
つ
い
て
は
、
三
菱
銀
行
に
対
す
る
財
閥
内
か
ら
の
預
金
は
、
昭
和
一
一
一
年
の
一
五
%
を
頂
点
に
一
O
%
近

く
ま
で
低
下
す
る
。
三
菱
重
工
へ
巨
額
の
前
渡
金
示
流
入
し
た
一
七
、
八
年
は
異
常
に
上
昇
ご
六
%
）
す
る
が
、

一
時
的
現
象
と

い
え
、
財
閥
内
依
存
度
は
傾
向
と
し
て
低
下
し
て
い
く
。
三
菱
銀
行
は
、
第
百
銀
行
を
合
併
し
、
戦
時
下
に
財
閥
外
か
ら
も
大
量
の

預
金
が
流
入
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
逆
に
、
三
菱
信
託
に
対
す
る
財
閥
内
か
ら
の
金
銭
信
託
は
増
大
を
続
け
、
比
重
は
上
昇
し
て
一

二
%
に
達
す
る
。



他
方
、
三
菱
系
金
融
機
関
の
総
与
信
に
対
す
る
三
菱
社
・
分
系
会
社
の
借
入
等
の
比
重
は
、
第
百
銀
行
合
併
の
一
八
年
（
異
常
値

二
五
%
）
を
除
く
と
、
三
四

t
四
八
%
、
戦
間
期
よ
り
一
層
の
高
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
戦
間
期
と
閉
じ
問
題
が
内
包
さ

れ
て
い
る
ば
か
り
か
、
戦
時
下
の
共
同
融
資
体
制
に
よ
り
非
三
菱
系
か
ら
の
借
入
等
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ

て
こ
こ
で
も
実
態
は
右
の
上
限
値
を
相
当
に
割
引
い
て
考
え
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
三
井
、
住
友
と
の
比
較
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
こ
う
。
拙
著
『
戦
間
期
住
友
財
閥
経
営
史
』
に
お
い
て
、
三
井
銀
行
、

住
友
銀
行
の
同
系
財
閥
内
か
ら
の
預
金
、
ま
た
、
同
系
財
閥
へ
の
貸
出
の
比
重
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
第
一
に
、
そ
こ
で
は
直
系
会

社
に
限
定
さ
れ
、
財
閥
内
金
融
機
関
か
ら
の
預
金
等
、
財
閥
内
金
融
機
関
か
ら
の
貸
出
が
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
計
算

に
含
ま
れ
て
い
な
い
。
第
二
に
、
両
財
閥
と
も
一
応
は
内
部
資
料
に
よ
る
試
算
で
あ
る
た
め
、
爽
雑
物
が
予
め
排
除
さ
れ
て
い
る
と

い
え
る
。
要
す
る
に
、
本
稿
の
推
定
方
法
と
対
象
の
範
囲
、
資
料
的
基
礎
を
異
に
し
て
お
り
、
本
稿
の
結
論
と
直
接
の
対
比
は
困
難

第一次大戦後の三菱財閥の金融

で
あ
る
。
た
と
え
ば
拙
著
に
お
け
る
住
友
銀
行
の
財
閥
内
依
存
度
は
、
預
金
が
「
合
資
会
社
時
代
で
一
%
以
下
、
本
社
時
代
で
二

2

三
%
と
推
測
」
さ
れ
、
三
井
銀
行
で
さ
え
「
合
資
会
社
時
代
で
玉

t
一
一
一
%
、
本
社
時
代
で
六

t
七
%
と
、
住
友
よ
り
は
る
か
に
高

率
で
あ
る
」
と
し
た
（
五
七
四
頁
）
。
合
資
時
代
を
戦
闘
期
、
本
社
時
代
を
戦
時
体
制
期
と
読
み
か
え
て
本
稿
と
対
比
す
る
と
、
三
菱

財
閥
は
い
ち
じ
る
し
く
高
率
で
あ
る
。
貸
出
に
つ
い
て
も
、

「
住
友
銀
行
の
財
閥
内
貸
出
は
・
・
・・・
・
合
資
会
社
時
代
で
多
く
て
五
%
程

度
、
本
社
時
代
に
は
毎
年
比
重
を
増
し
て
、
昭
和
一
八
年
に
は
一
七
%
に
達
し
」
た
と
し
、
三
井
銀
行
で
は
「
合
資
会
社
時
代
」
で

数
%
か
ら
十
数
%
と
説
明
し
、
預
金
と
同
様
に
三
菱
と
は
い
ち
じ
る
し
く
飛
離
し
て
い
る
（
五
七
六

1
七
頁
）
。

と
す
れ
ば
、
三
菱
財
閥
で
適
用
し
た
本
稿
の
分
析
方
法
で
、
三
井
財
閥
、
住
友
財
闘
を
分
析
し
、
公
表
材
料
ベ

l
ス
で
三
財
閥
の

金
融
を
横
断
的
に
比
較
し
、
そ
の
上
で
内
部
資
料
に
も
と
．
つ
い
て
斬
り
込
ん
で
い
く
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
本
稿
の
表
面
的
な
分
析
に
せ
よ
、
預
金
等
の
試
算
か
ら
い
え
ば
、
財
閥
銀
行
、
財
閥
信
託
が
財
閥
内
資
金
に
大
き
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く
依
存
し
た
と
は
い
い
が
た
い
。
最
大
限
に
試
算
し
て
も
低
率
と
の
結
論
で
あ
る
か
ら
、
実
態
は
一
層
小
さ
い
に
ち
が
い
な
い
（
も

っ
と
も
た
と
え
低
率
と
は
い
え
、
財
閥
内
か
ら
労
せ
ず
し
て
預
託
さ
れ
る
分
が
あ
る
こ
と
は
、
非
財
閥
系
銀
行
、
信
託
よ
り
メ
リ
ッ

ト
が
存
す
る
と
は
い
え
よ
う
）
。
ま
た
、
借
入
等
の
試
算
か
ら
い
え
ば
、
財
閥
内
生
保
、
損
保
の
財
閥
企
業
向
貸
出
は
無
視
で
き
る

が
、
銀
行
、
信
託
の
役
割
は
、
預
金
等
の
場
合
よ
り
大
き
い
と
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
時
期
に
よ
っ
て
大
差
が
あ
る

こ
之
、
実
態
が
本
稿
の
試
算
よ
り
か
な
り
下
回
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
、
を
付
加
え
て
お
こ
う
。
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